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１ 基本計画の策定にあたって 

この藤沢市新総合計画基本計画は、基本計画の前提としては、２０１０年（平

成２２年）２月に決定された基本構想にもとづいて、将来像の基本となる方向性

を示す「価値や情報を収める計画」として策定します。 
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図 1 新総合計画の体系 

 

２ 基本計画の目的 

新総合計画基本構想において、私たち市民一人ひとりが安心で着実な生活を営

み、藤沢で暮らすことに誇りを持てるまちをつくるために、市民、地域と行政と

が手を携えて「私たちの政府」を築き、市民主体の藤沢づくりを私たち自身の力

で進めていくことを宣言しました。 

そして、その活動によって、安心で着実な生活と豊かで暮らしやすく、持続可

能なまちを形成し、藤沢で暮らすことに誇りを持てるまちをつくることになるこ

と、また藤沢が子や孫やさらにその将来の世代まで住み続けたいまちとなること

を追求していきます。 

この「私たちの政府」による活動を実践するためには、理念や目標、情報、対

象といった基本的な枠組みを市民、地域と行政が共有する必要があります。 

新総合計画基本計画では、このような藤沢づくりのために必要な事項のうち、

実施に向けた基本的な事項を示します。 

 



 - 3 - 

３ 基本計画の位置づけと視点 

 (1) 基本計画の位置づけ 

この新総合計画基本計画では、基本構想の理念、方向性などを受け、都市ビ

ジョン、将来像を実現するために必要な目標や活動の方針を示します。具体的

な事業や活動は、すべて実施計画に記載します。 

 

 (2) 基本計画の視点 

基本構想から引き継がれる基本計画の視点は、次の２点です。 

 

  ア 新しい公共 

 

    現在の、総合計画は、公共サービスの提供について、すべて行政が行うこ

とを基本としています。 

新総合計画では、「新しい公共」の視点を前提としていますので、市民、

市民ボランティア、ＮＰＯ、大学、企業といった様々なパートナーとの地域

社会づくりに向けた基本事項の整理を行います。 

 

イ 地域分権 

 

市内分権(権限・予算の移譲)と、地域経営会議と市民センター・公民館等

の連携による地域づくりを進めるための地域内分権において、それをつなぐ

基礎となる、共通の考え方や活動の方針を位置づけます。 

 

 

市民、市民ボランティア、ＮＰＯ、大学、企業等の知恵と力を集め、民

間と行政とのパートナーシップを強化し、それぞれの持つ資源やノウハウ

を活用しながら、多様な主体との公民連携による「新しい公共」を実現し

ます。 

市の権限と予算などを市民センター・公民館に分散する「市内分権」と

地域経営会議と市民センター・公民館が連携して地域のめざす方向を明ら

かにし、自助、共助、公助によって地域づくりを進める「地域内分権」を、

総称して「地域分権」といいます。 
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Ⅱ 基本構想の概要 
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１ 「私たちの政府」宣言（抜粋） 

新総合計画を実現するためには、それを実行する主体とシステムが必要です。

市長と議会という二元代表の制度が前提にあります。それを実施するのは、行政

であることはいうまでもありません。もう一方で、藤沢市では過去３０有余年に

わたって「市民集会」や「くらし・まちづくり会議」などの市民自治の実績を積

み上げてきました。また、地域では市民が主体となって、自治会、町内会、ボラ

ンティア、ＮＰＯなどの活動が活発に展開され、自助・共助の精神も芽生え、さ

らにいま、進化した市民自治のしくみである地域経営会議や「地域市民」が中心

となって進めていく「藤沢づくり」が始まっています。 

このような藤沢の市民自治の歴史をふまえ、地方分権の潮流をチャンスと捉え

て、市民、地域と行政とが手を携えて課題に立ち向かう新たなしくみを築いてい

くことが、私たちに課せられた課題です。このしくみを「私たちの政府」と呼び、

そこから「市民主体のまちづくり」（「藤沢づくり」）を、私たち自身の力で進め

ていく努力をします。それによって、豊かで暮らしやすく、持続可能な私たちの

まちが形成され、子や孫やさらにその将来の世代まで「藤沢に住み続けたい」と

思えるまちづくりを行います。 

私たち市民一人ひとりが安心で着実な生活を営み、藤沢で暮らすことに誇りを

持てるまちをつくるために、市民、地域と行政がつくる新たなしくみである「私

たちの政府」を築いていくことを、私たちはここに宣言します。 

 

２ 基本構想の目的 

基本構想は、未来に向けた構想として、次のことを示しています。 

基本構想では、私たちの政府を実現のしくみ、地域経営※１を実現のしくみと

して、「藤沢づくりのめざす方向性」にそって進め、都市ビジョン、将来像を実

現していくことをめざしています。 

 

３ 計画期間 

基本構想の計画期間は、２０３０年度（平成４２年度）までとしています。 

 

４ 将来像 

生活実感を持った市民と地域は、その価値観に根ざした発想力と行動力を持っ

ています。今、私たちが「生活者の実感」として持っている思いを、２０年後ま

                         
※１ 地域経営：「地域市民」、コミュニティと行政が、それぞれ自律して行動し、お互いに協働・

共創しながら、各地区や市全体の暮らしやすさと豊かさの向上をめざして、まちの経営を進

めることです。 
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でに向けて実現させていくためには、課題の一つひとつに夢を込めた布石を打ち、

市民、地域と行政が協働して地域経営により解決していくことが必要です。 

そこで、明るく活力のある「湘南ふじさわ」をめざすための本市の将来像とし

て、 

 

「私たちの政府」が創る、いまも未来も住み続けたいまち「湘南ふじさわ」

 

を定めています。 

 

５ 都市ビジョン 

将来像を実現する「藤沢づくり」の２０年後までの藤沢の姿を３つの都市ビ

ジョンとして掲げています。 

 

【都市ビジョン１】 市民の力が育てる生活充実都市 

地域活力がみなぎる、生活実感として豊かさが感じ取れる暮らしを実現するこ

とにより、市民一人ひとりが生活の充実感が得られる都市をめざします。 

 

【都市ビジョン２】 地域から地球に拡がる環境行動都市 

市民一人ひとりが暮らしの中で、次世代に引き継ぐべき自然環境、社会環境、

生活環境などの大切さを意識し行動する役割を担い、地域と行政が連携して課題

を解決することによって、魅力あふれる身近な行動する都市をめざします。 

 

【都市ビジョン３】 さらなる可能性を追求する創造発信都市 

アイデンティティと魅力のあるまちとして、都市活力の持続性を高める創造発

信都市をめざします。 

 

６ 藤沢づくりのめざす方向性 

市民、地域と行政が、２０年後までの「藤沢づくり」のめざす姿として定めた

３つの都市ビジョンを実現していくために、いまから始める「藤沢づくりのめざ

す方向性」を、次のとおり９項目掲げます。 

この「藤沢づくりのめざす方向性」にもとづいて、「藤沢づくり」や「地域づ

くり」として具体的に取り組むべきことを明らかにする「基本計画」「実施計画」

を定めていきます。 
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＜１ 地域自律型の「藤沢づくり」を育むまち＞ 

地域の歴史・文化や地域資源を活かして、地域に住み、働き、学ぶ人たちが協

働して、地域から生み出す付加価値を享受するために、各地区ごとに個性のある

地域経営を進めるとともに、行政は財政改革と行政改革を進めるとともに、新た

な行政システムを構築し、市民、地域と協働して市民主体、地域自律型の「藤沢

づくり」をめざします。 

 

＜２ 明日の藤沢を担う「藤沢の子どもたち」を育む環境＞ 

明日の藤沢を担う「藤沢の子どもたち」を育んでいくため、安心して子どもを

産み、育てられる生活環境や多様な教育ニーズへの対応、家庭・地域・学校の教

育連携など、教育環境を持続・発展させることをめざします。 

 

＜３ 市民力・地域力による安全で安心して暮らせるまち＞ 

コミュニティ※２を維持・発展させ、市民が一生安心して暮らせる保健・医療

（介護）・福祉・健康などの生活環境と、犯罪や災害への不安解消などによる、

安全で安心できる地域社会を創り上げることをめざします。また、病気の予防や

スポーツなどを通じた身体的な健康のみならず、心も健やかであるために、生き

生きと安心して暮らせる私たちの健康づくりをめざします。 

 

＜４ 共に生き、共に創る地域社会の創出＞ 

すべての市民が、差別や偏見を持つことなく、互いを認め合い、共に生き、働

き、学ぶことができる豊かな生活環境を実現するため、それぞれの人権を尊重し、

男女が共同で参画し、高齢者、若者なども積極的に参画できる、多文化の共生す

る穏やかな地域の社会環境を創り出すことをめざします。 

 

＜５ 豊かな地域資源の次世代への継承・発展＞ 

藤沢の自然環境、景観、歴史・文化資産など、先人から引き継いできた地域固

有の資源をさらに発展させ、次世代に継承することによって都市としてのアイデ

ンティティを高め、地域資源を活かしたまちをつくることをめざします。 

 

＜６ 地球温暖化防止など未来の地球環境への投資＞ 

地球温暖化などの環境問題やエネルギー・食糧などの資源にかかわる課題につ

                         
※２ コミュニティ：地域における自治会、町内会、地縁団体をはじめとする、生活や社会を築く

上で必要な互助、協力などの「つながり」をつくる団体や「つながり」自体をいいます。 



 - 9 - 

いて、地球規模の視点に立って地域で取り組み、持続可能なまちと低炭素社会を

つくりあげることをめざします。また、地域の大学力や企業力を活かして、産学

官による協働と連携によって、最先端の環境技術を生み出す産業構造や環境に優

しい都市システムを創り出すことをめざします。 

 

＜７ 「藤沢づくり」を支える都市構造の再構築と地域経済の活力再生＞ 

産業や生活の基盤を支える都市機能を強化していくために、新たな拠点地区の

整備や連携する道路、鉄道等の公共交通、海上交通のネットワーク化など、土地

利用の方向性も含んだ「新たな都市構造の再構築」をめざします。また、産業の

活力を高め、雇用の機会を増やし地産地消の推進を図るため、市民、地域の持つ

資源を活かしつつ、商業、工業、観光、農水産業など、市民力、地域力、大学力、

企業力などの連携によって地域経済の活力再生をめざします。 

 

＜８ 公共資産の維持管理と有効活用＞ 

公有地などの公共的な保有資産の積極的な活用とともに、公共施設の集約・移

転等により生じる跡地、施設の有効活用、地域ニーズに合った資産を活用します。

そのためには、公共施設・都市基盤施設の老朽化の時期を見据えて、既存施設の

保全、再構築、機能更新など、社会資本の有効活用と長寿命化をめざします。 

 

＜９ 「藤沢ライフスタイル」と「湘南カルチャー」の創出＞ 

湘南の環境と文化、ブランド力などの地域の特性を活かした、魅力的な生活

（「藤沢ライフスタイル」）や創造的な湘南の文化（「湘南カルチャー」）の創出を

めざし、その魅力と価値を発信します。そして、市民一人ひとりが豊かな心を育

み、地域と世界をつなぐ国際交流などを通じて人材を育て、文化にふれあう交流

発信のまちをつくりあげることをめざします。 
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■ 都市ビジョン１

市民の力が育てる生活充実都市

■ 都市ビジョン２

地域から地球に拡がる環境行動都市

■ 都市ビジョン３

さらなる可能性を追求する創造発信都市

１ 地域自律型の「藤沢づくり」を育むまち

２ 明日の藤沢を担う「藤沢の子どもたち」
を育む環境

３ 市民力・地域力による安全で安心して
暮らせるまち

４ 共に生き、共に創る地域社会の創出

５ 豊かな地域資源の次世代への継承・発展

６ 地球温暖化防止など未来の地球環境へ
の投資

７ 「藤沢づくり」を支える都市構造の再構築と
地域経済の活力再生

８ 公共資産の維持管理と有効活用

９ 「藤沢ライフスタイル」と「湘南カルチャー」
の創出

「私たちの政府」が創る、いまも未来も住み続けたいまち「湘南ふじさわ」

基 本 構 想 の 全 体 像

市民と創る「自律するまち」の
行政システムを構築します

「私たちの政府」 宣言

○ 「生活者の実感」で進める「藤沢づくり」をします。
○ 「市民力」「地域力」「行政力」を発揮する「藤沢づくり」をします。
○ 「私たちの政府」による自律と協働の「藤沢づくり」をします。

将来像

将来像を実現していくための３つの基本理念

市民市民、、地域地域と行政がめざすと行政がめざす
2020年後年後までまでの藤沢の姿の藤沢の姿

協働して
広域連携を展開します

地域経営による
永続的な市民主体の

「藤沢づくり」を実現します

（２０年後までの自律と協働の姿）

「藤沢づくり」のめざす方向性「藤沢づくり」のめざす方向性

将来像を実現する
「藤沢づくり」の
めざす姿と活動

～～ 藤沢の藤沢の都市ビジョン都市ビジョン ～～ ～～ 2020年後年後までまでの藤沢をめざして、の藤沢をめざして、
いまから始める「藤沢づくり」いまから始める「藤沢づくり」 ～～

具体的な戦略は、基本計画に示します。
 

 

図 2 総合計画基本構想の全体像 
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Ⅲ 基本計画検討の経過 
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１ 基本計画検討の経過 

(1) 検討内容 

新総合計画基本計画の策定に当たっては、第一に市民の生活実感に基づく「気

づき」を収集し（約４２，０００項目）、行政実感に基づく「行政政策の棚卸し※

３」（136 項目）、市民の様々な活動実感に基づく「地域活動の棚卸し」（４５１

項目）と合わせ、８３項目の「ふじさわ未来課題」として集約しました。 

次に、「ふじさわ未来課題」の充足度（実現度）及び重要度による重み付けを

行うためのアンケート調査を実施し、取り組むべき「重点・ふじさわ未来課題」

を明らかにしました。 

その後、「重点・ふじさわ未来課題」の示す「あるべき姿」を検討し、市域全

体のまちづくり計画の戦略目標と政策及び地域まちづくり計画の地域まちづく

り目標と地域まちづくり活動を明らかにし、市民、市民ボランティア、ＮＰＯ、

大学、企業等と行政といった多様な活動主体が協働と連携により行動していくた

めの指標、現状値、めざそう値、役割の担い手（役割期待）の設定を行います。 

これらの検討は、市民力、地域力、行政力による三層構造の会議体を中心に行

われています。 

 

(2) 三層構造の会議体による検討内容 

行政は、地域経営戦略１００人委員会などの検討内容をふまえ、地域経営会

議や市民などの声を聞きながら市域全体のまちづくり計画（案）を策定します。 

各地区の地域経営会議と市民センター・公民館は、地域経営戦略１００人委

員会等での検討内容をふまえ、「地域市民」の声を聞きながら、地域まちづく

り計画（案）を策定します。 

地域まちづくり計画（案）は、市民の生活者の実感に基づく課題整理と分析

による、地域まちづくりの方向性を示す計画とします。 

このうち地域経営会議は、各市民センター・公民館とともに、地域経営戦略

１００人委員会での議論をふまえ、「地域市民」の意見等を聞きながら、「地域

まちづくり計画（案）」を策定して、総合計画審議会に提出します。 

また、討論型世論調査（市民 1000 人調査・200 人討論）の手法を用いて、

市民の皆様から藤沢の未来のあり方についての意見をいただくためのアン

ケート調査と討論フォーラム「藤沢の選択、1 日討論」を実施し、その結果を

総合計画審議会に提出します。 

総合計画審議会は、会議体からの「新鮮な発見」や「議論の素材」、「市域全

                         
※３ 棚卸し：この場合は、政策や活動の種類、実施状況などを調査し、評価することをいいます。 
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体のまちづくり計画（案）」、「地域まちづくり計画（案）」などの提案及び「藤

沢の選択、1 日討論」の結果をふまえた上で、基本計画を策定します。 

「藤沢の選択，１日討論」
（討論型世論調査：

市民1000人調査・200人討論）

「市民力」「市民力」

パブリック・コメント

各種のアンケート調査

「行政力」「行政力」

総合計画審議会

地域経営戦略地域経営戦略
100100人委員会人委員会

「地域力」「地域力」

合同協議合同協議 意見・報告意見・報告

意見地域経営会議地域経営会議

庁内新総合計画検討会議

わいわい・がやがや・わくわく会議

市民電子会議室 等

「藤沢の選択，１日討論」
（討論型世論調査：

市民1000人調査・200人討論）

「市民力」「市民力」

パブリック・コメント

各種のアンケート調査

「行政力」「行政力」

総合計画審議会

地域経営戦略地域経営戦略
100100人委員会人委員会

「地域力」「地域力」

合同協議合同協議 意見・報告意見・報告

意見地域経営会議地域経営会議

庁内新総合計画検討会議

わいわい・がやがや・わくわく会議

市民電子会議室 等

 

図 3 「市民力」「地域力」「行政力」の相関図 

 

２ ふじさわ未来課題 

「ふじさわ未来課題」は、将来像を実現する９つの「「藤沢づくり」のめざす

方向性」と３つの活動領域を具体化したもので、基本計画の大きなテーマとなり

ます。 

「ふじさわ未来課題」は、各地区での行動と全市の行動の相乗効果を促す、ま

ちづくりの共通課題として位置づけます。 

 

３ 「ふじさわ未来課題」の導き方 

「ふじさわ未来課題」は、地域経営戦略１００人委員会と地域経営会議が収集

した市民の生活実感調査（「気づき」調査、約４２，０００項目）、行政政策の棚

卸（行政課題）からの行政実感（１３６項目）、地域活動の棚卸（地域課題）と

して地域団体や市民活動団体、ＮＰＯなどの活動趣旨や目的から収集した地域活

動の実感（４５１項目）を、９つの「藤沢づくりのめざす方向性」と課題領域の

マトリックス表（集約表）に基づき８３項目に集約したものです。 
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４ ここに重点！未来へのステップ調査・分析 

「ふじさわ未来課題」について、選択と集中を図り、より効果的な未来投資と

暮らしやすさを向上することを目的として、「ふじさわ未来課題」がどの程度で

きているかを示す充足度（実現度）と「ふじさわ未来課題」としてどのくらい大

切に感じているかを示す重要度に関するアンケート調査（ここに重点！未来への

ステップ調査）を実施しました。  

「ふじさわ未来課題」は、「ここに重点！未来へのステップ調査」によって、「ど

の程度できているか」を測る充足度（実現度）と「どれくらい大切なものか」を

測る重要度によって、その姿の位置づけを分析しました。 

その結果として、この基本計画においては、次の２つに位置づけられた「ふじ

さわ未来課題」を中心に「重点・ふじさわ未来課題」として、実現、改善に向け

た目標を設定します。 

 

【
充
足
度
】

【重要度】

高

高

低

低 平均

平均

② 強みや魅力の
維持・向上を

③ より効率的に
価値の維持を

①協働型の課題解決
で価値向上へ

④ 熟慮と根拠ある
未来戦略を

充足度＝高
重要度＝高

充足度＝低
重要度＝高

充足度＝高
重要度＝低

充足度＝低
重要度＝低

-100%

100%

0% 100%
 

図 4 充足度・重要度グラフ 

 

①協働型の課題解決で価値向上へ 

「大切なもの（＝重要度が高い）」として考えられているにもかかわらず、「で

きていない（＝充足度が低い）」と考えられている「ふじさわ未来課題」であ

り、課題解決によって、生活価値の向上が得られる期待やチャンスに溢れてい

ます。重要度が高いため、改善に取り組むことで、充実感、共感を得られる可

能性が高い取り組みでもあることから、効果的な参加・協働の方法を推進する

ことで、市民参加や協働による活動への期待が持てるため、「重点・ふじさわ
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未来課題」として位置づけ、様々な主体の協働による試行錯誤や工夫による活

動を目指します。 

 

②強みや魅力の維持・向上を 

「できている（＝充足度が高い）」という回答が多く、かつ「大切なもの（＝

重要度が高い）」と考えられている「ふじさわ未来課題」です。 

「大切なもの」でかつ「できている」との回答を得ているため、この分類に

ある「ふじさわ未来課題」は、藤沢市や各地区の特長や魅力として考えること

や、これまでの施策や活動が評価を得ていると考えることができます。 

強みや魅力がある項目として、更なる取り組みを通じて、生活価値の一層の

向上に期待できるものであり、位置づけや取組方法、未来投資のあり方などを

検討した上で「重点・ふじさわ未来課題」として位置づけます。 

 

③より効率的に価値の維持を 

「できている（＝充実度が高い）」が、「大切なものとしての優先順位が低い

（＝重要度が低い）」とされている「ふじさわ未来課題」です。 

特定の地域、世代で大切に思われているケースもあります。その場合は、効

率的な取り組みによって価値を維持することが望ましいと考えられます。 

 

④熟慮と根拠ある未来戦略を 

「できていない（＝充足度が低い）」が「大切なものとしての優先度が低い

（＝重要度が低い）」とされている「ふじさわ未来課題」で、将来、課題とな

る可能性もあります。 

市民の身近な生活実感からは、相対的に「優先度が低く」なる可能性がある

ものも考えられるため、明確かつ具体的な根拠をもとに課題に取り組む必要性

があります。 

 

５ 全市と地域で検討する「ふじさわ未来課題」の仕分け 

(1) 市域全体の「重点・ふじさわ未来課題」の抽出  

「ここに重点！未来へのステップ調査」の分析や将来予測に基づく課題等を  

踏まえ、市域全体のまちづくりを計画的に推進するため、「ふじさわ未来課題」

の深掘り（分析）を行い、次の条件を基本に、市域全体のまちづくり計画にお

ける「重点・ふじさわ未来課題」を抽出します。 

 

ア 「①協働型の課題解決で価値向上へ」「②強みや魅力の維持向上を」の象
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限に位置づけられた「ふじさわ未来課題」については、その象限の意味合い

を踏まえた上で、基本構想に示す、９つの「藤沢づくりのめざす方向性」の

実現をはかる上で重要な課題を市域全体の課題として検討します。 

 

イ 「④熟慮と根拠ある未来戦略を」の象限に位置づけられた「ふじさわ未来

課題」及び実感を積み重ねて分析した「ふじさわ未来課題」の検討活動から

は出てきにくい課題については、基本構想を前提に全市的な戦略として取り

組む必要のある課題及び将来予測や行政政策の棚卸し等をふまえ、明確かつ

具体的な根拠があるものについては、市域全体の「重点・ふじさわ未来課題」

として検討します。 

 

ウ 地区ごとの「重点・ふじさわ未来課題」として抽出された課題の中から、

地域まちづくり計画へ位置づけるよりも、市域全体のまちづくり計画へ位置

づけた方が好ましいものについては、市域全体のまちづくり計画での位置づ

けを検討します。 

 

(2) 各地区の「重点・ふじさわ未来課題」の抽出 

各地区における個性、特長を活かした地域内分権のまちづくりを計画的に推

進するため、「ここに重点！未来へのステップ調査」の地区単位での分析を踏

まえ、「ふじさわ未来課題」の分析（深掘り）を行い、次の条件を基本に地域

まちづくり計画における「重点・ふじさわ未来課題」を抽出します。 

また、地域まちづくり計画における課題の状況をふまえ、地域間連携、地域

経営の一層の推進を図るよう、相乗効果を狙いつつ市域全体のまちづくり計画

における課題を検討します。 

 

ア 各地区での分析において「①協働型の課題解決で価値向上へ」「②強みや

魅力の維持・向上を」の象限に位置づけられた「ふじさわ未来課題」のうち、

市域全体の分析結果にはなく、特定の地区の分析結果にのみ存在する課題に

ついては、当該地区の特色が出ている可能性が高いため、当該地区の「重点・

ふじさわ未来課題」として検討します。 

 

イ 「①協働型の課題解決で価値向上へ」「②強みや魅力の維持・向上を」の

象限に位置づけられた「ふじさわ未来課題」のうち、市域と地域の分析では

ともに同一象限内にあるものの、特定の地区での位置づけ（値）が顕著なも

のについては、当該地区の特色が出ている可能性が高いため、当該地区の「重
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点・ふじさわ未来課題」として検討します。 

 

ウ 「④熟慮と根拠ある未来戦略を」の象限に位置づけられた「ふじさわ未来

課題」及び実感を積み重ねて分析した「ふじさわ未来課題」の検討活動から

は出てきにくい課題は、これまでの地域でのアンケート等から明確かつ具体

的な根拠があるものについては、地区の課題として検討します。 

 

(3) 市域全体のまちづくり計画と地域まちづくり計画の目標設定 

市域全体のまちづくり計画と地域まちづくり計画において、次の目標を設定

します。 

表 1 目標の名称 

内容 市域全体のま

ちづくり計画

での名称 

地域まちづく

り計画での名

称 

 「ふじさわ未来課題」の達成に向けて、市

域・地域ごとの特性や課題の分析（深掘り）

から導かれる、目標とするあるべき姿（基本

的に１２年間） 

戦略目標 地域まちづく

り目標 

 目標を実現するために求められる状況の

分析から導かれる、目標をより具体化した活

動の指針（基本的に３年間から６年間） 

政策 地域まちづく

り活動 

 

(4) 市域全体のまちづくり計画と地域まちづくり計画の指標設定 

「どのくらい達成できているか」を測るための指標を設定します。 

 

  ア 指標の定義 

指標は、目標とするあるべき姿を定義した「戦略目標」「地域まちづくり

目標」や目標をより具体化した活動の指針である「政策」「地域まちづくり

活動」の実現度を測るものとして設定します。数値で表すものとし、アウト

カム（成果）の考えに基づくものとします（成果指標）。 

「戦略目標」に対する指標を「市域まちづくり指標」、「地域まちづくり目

標」に対する指標を「地域まちづくり指標」としています。 

   

イ 指標の種類 

指標は、目標や活動の指針のそれぞれの成果を測るために、次のとおり設
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定します。それぞれの値は、アンケート調査や実際に活動を行う市民、市民

ボランティア、NPO へのインタビュー等によって設定したものです。 

この指標値は、様々な主体が「重点・ふじさわ未来課題」や目標、活動の

指針に向けて取り組み、それぞれの活動の全体としての実現する成果を表す

もので、点検活動によって、その取り組みの改善を図っていくことための共

通の目標であり、特定の主体に具体的な義務を課すものではありません。 

 

表 2 指標の種類 

計画区分 目標・活動 まちづくり指標 

戦略目標 現状値 

現在の状態を表

します。 

 

めざそう値 

目標年次までに

あるべき状態を

表します。 

役割の担い手 

担い手として

期待される活

動の主体を示

します。 

市域全体

のまちづ

くり計画 

政策 成果の視点 

どのような活動により、どのような状態になること

が望ましいかを示します。 

地域まちづ

くり目標 

現状値 

現在の状態を表

します。 

 

めざそう値 

目標年次までに

あるべき状態を

表します。 

役割の担い手 

担い手として

期待される活

動の主体を示

します。 

地域まち

づくり計

画 

地域まちづ

くり活動 

成果の視点 

どのような活動により、どのような状態になること

が望ましいかを示します。 

 

６ 「藤沢の選択、1 日討論」（討論型世論調査）結果の概要 

２０１０年（平成２２年）８月２８日に「藤沢の選択、１日討論」（討論型世

論調査）を実施しました。 

この調査では、市民一人ひとりが市民力を発揮するための課題点や可能性につ

いての討論を行い、「私たちの政府」の主体としてどのような形で藤沢を良くし、

暮らしやすいまちにすることができるかについての調査を行いました。 
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Ⅳ 「私たちの政府」 

が創るまちづくり 
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第 1 章 基本計画の構成 

 

１ 基本計画の枠組み 

(1) 計画期間 

２０１１年度（平成２３年度）から２０２２年度（平成３４年度）までの１

２年間とし、進捗管理と３年ごとのローリング※４を行います。 

基本計画は、前期６年目を中間評価の時期として位置づけ、戦略の目的、施

策体系の計画内容を見直します。 

また、３年目、９年目の実施計画（３年計画、１年ローリング）の改定（達

成度、事業評価）をふまえ、指標、活動の方向性の見直しを行います。 

 

(2) 基本計画と実施計画の関係 

この新総合計画基本計画では、基本構想の理念、方向性などを受け、都市ビ

ジョン、将来像を実現するために必要な目標や活動の方針を示します。具体的

な事業や活動は、すべて実施計画に示します。 

 

私たちの政府（市民力・地域力・行政力）

地域経営 市民主体のまちづくり

新しい公共 地域分権

市域全体のまちづくり計画 地域まちづくり計画

中長期財政計画

地域経営実施計画
(地区別まちづくり実施計画）

市域全体のまちづくり実施計画
短期財政計画

新たな仕組み

多様な連携

進捗管理

地域づくりの仕組みと進め方

進捗管理

ふじさわ未来課題（判断基準・活動基盤）

基本構想
（理念体系）

基本計画
（情報体系）

実施計画
（行動体系）

 

 

図 5 構想・計画の役割分担 

                         
※４ ローリング：計画の実行→分析・評価→計画の修正・実行というサイクルを繰り返していく

方法をいいます。 
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(3) 基本計画の構成 

基本計画は、次の計画や方針により構成します。 

ア 市域全体のまちづくり計画 

イ 地域まちづくり計画 

ウ 地域づくりのしくみと進め方 

エ 中長期財政計画 

オ 進捗管理の方針基本計画と部門別計画の関係 

 

２ 基本計画と部門別計画の関係 

藤沢市には、他の法令や「ふじさわ総合計画２０２０」に基づき、福祉、教育、

環境、都市計画、公園みどり等といった行政の部門別に様々な部門別計画が策定

されています。 

各部門別計画は、新総合計画基本構想に示されている「私たちの政府」で創る、

藤沢づくりを支える「新しい公共」と「地域分権」の視点をふまえ、改定時期に

あわせて見直しや策定を行うものとします。 

また新総合計画は、新総合計画は、市民、地域と行政の協働によるまちづくり

を主体とした、総合的なまちづくりの前提と理念、目標と、それらを実現するた

めの活動を示すものです。 

基本計画では、このまちづくりの基本となる目標や方針を定めていきます。 

部門別計画は、これらの趣旨に基づき、それぞれの事業の役割や担うべき具体

の施策を示していきます。 
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第 2 章 ふじさわ未来課題 

 

１ ふじさわ未来課題 

「ふじさわ未来課題」は、将来像を実現する９つの「「藤沢づくり」のめざす

方向性」と３つの活動領域を具体化したもので、基本計画の大きなテーマとなり

ます。 

「ふじさわ未来課題」は、各地区での行動と全市の行動の相乗効果を促す、ま

ちづくりの共通課題として、８３課題を位置づけます。 

基本計画、実施計画においては、この「ふじさわ未来課題」を中心として、課

題の実現により、暮らしやすさが向上し、将来像の実現に近づくことと定義して、

市民、市民ボランティア、ＮＰＯ、大学、企業と行政が協働して活動を進めてい

きます。 

 

２ ふじさわ未来課題マトリックス 

「ふじさわ未来課題」と「重点・ふじさわ未来課題」の関係や位置づけについ

ては、「ふじさわ未来課題マトリックス」に集約します。 

 

３ 重点・ふじさわ未来課題 

「ふじさわ未来課題」のうち、この基本計画、実施計画において重点的に取り

組むべき課題を「重点・ふじさわ未来課題」として位置づけます。 

「重点・ふじさわ未来課題」は、次の特性を持っており、この特性に従った活

動が期待されます。 

 

①協働型の課題解決で価値向上へ 

重要度が高いため、改善に取り組むことで、充実感、共感を得られる可能性

が高い取り組みでもあることから、効果的な参加・協働の方法を推進しながら、

様々な主体の協働による試行錯誤や工夫による活動を目指します。 

 

②強みや魅力の維持・向上を 

藤沢市や各地区の特長や魅力として考えることや、これまでの施策や活動が

評価を得ていると考えることが出来るものであるため、更なる取り組みを通じ

て、生活価値の一層の向上をめざします。 

 

③より効率的に価値の維持を 

特定の地域、世代で大切に思われているケースもあるため、効率的な取り組
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みや周知啓発によって価値を維持向上することをめざします。 

 

④熟慮と根拠ある未来戦略を 

市民の身近な生活実感の積み上げの分析からは、相対的に優先度が低く位置

づけられることになったものについては、明確かつ具体的な根拠をもとに、戦

略的な取り組みを進めます。 
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表 3 ふじさわ未来課題マトリックス（全市版） 

 

（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1
7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4

 挨
拶

や
声

か
け

に
よ

る
市

民
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

て
い

る
こ

と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8

 災
害

に
対

し
て

、
市

民
が

不
安

な
く

暮
ら

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7

 移
動

や
利

用
に

あ
た

り
、

誰
で

も
利

用
で

き
る

道
路

や
施

設
で

あ
る

こ
と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1
9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3

7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9

 人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く

、
快

適
な

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6

 訪
れ

る
人

・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6

9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1

 観
光

に
よ

り
地

域
が

元
気

に
な

る
こ

と
7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2

 産
業

の
活

力
を

高
め

、
地

域
が

元
気

に
な

る
こ

と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3

 地
域

の
人

材
が

働
け

る
機

会
を

創
造

す
る

こ
と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1
 社

会
的

弱
者

の
方

が
快

適
に

過
ご

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1

 多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4

 学
校

・
家

庭
・

地
域

の
つ

な
が

り
を

育
む

活
動

が
活

発
で

あ
る

こ
と

3
2

 人
々

が
交

流
し

て
、

平
和

で
ぬ

く
も

り
の

あ
る

社
会

で
あ

る
こ

と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1

 地
域

の
記

憶
や

文
化

が
継

承
さ

れ
、

発
展

す
る

こ
と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3

 福
祉

が
充

実
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
守

ら
れ

て
い

る
こ

と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4

 地
域

で
支

え
合

い
暮

ら
せ

る
環

境
で

あ
る

こ
と

4
5

 地
域

の
未

来
の

担
い

手
が

育
成

さ
れ

て
い

る
こ

と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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表 4 ふじさわ未来課題マトリックス（片瀬地区） 

 

（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1
7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3

 活
気

が
あ

り
、

開
放

的
で

温
か

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
8

 災
害

に
対

し
て

、
市

民
が

不
安

な
く

暮
ら

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7

 す
べ

て
の

世
代

が
の

び
の

び
・

い
き

い
き

と
活

躍
し

て
い

る
こ

と

6
7

 移
動

や
利

用
に

あ
た

り
、

誰
で

も
利

用
で

き
る

道
路

や
施

設
で

あ
る

こ
と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1

9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9

 人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く

、
快

適
な

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6
 訪

れ
る

人
・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0

 地
域

に
あ

る
様

々
な

地
域

資
源

が
活

か
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2
 産

業
の

活
力

を
高

め
、

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1
 社

会
的

弱
者

の
方

が
快

適
に

過
ご

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1

 多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4

 学
校

・
家

庭
・

地
域

の
つ

な
が

り
を

育
む

活
動

が
活

発
で

あ
る

こ
と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3

 福
祉

が
充

実
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
守

ら
れ

て
い

る
こ

と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4

 地
域

で
支

え
合

い
暮

ら
せ

る
環

境
で

あ
る

こ
と

4
5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域



 - 26 - 

 

表 5 ふじさわ未来課題マトリックス（鵠沼地区） 

 

 

（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1

7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4

6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8

 災
害

に
対

し
て

、
市

民
が

不
安

な
く

暮
ら

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7

 移
動

や
利

用
に

あ
た

り
、

誰
で

も
利

用
で

き
る

道
路

や
施

設
で

あ
る

こ
と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1

9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6

8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9
 人

々
の

環
境

へ
の

意
識

が
高

く
、

快
適

な
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
9

 安
全

で
安

心
な

食
べ

物
が

身
近

で
得

ら
れ

る
こ

と

7
6
 訪

れ
る

人
・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9

 身
近

に
あ

る
緑

が
適

切
に

保
全

さ
れ

て
い

る
こ

と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2
 産

業
の

活
力

を
高

め
、

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1

 社
会

的
弱

者
の

方
が

快
適

に
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1
 多

様
な

連
携

を
通

じ
て

、
市

民
が

望
む

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4

 学
校

・
家

庭
・

地
域

の
つ

な
が

り
を

育
む

活
動

が
活

発
で

あ
る

こ
と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3

 福
祉

が
充

実
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
守

ら
れ

て
い

る
こ

と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4
 地

域
で

支
え

合
い

暮
ら

せ
る

環
境

で
あ

る
こ

と
4
5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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表 6 ふじさわ未来課題マトリックス（辻堂地区） 

 

 

（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1

7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5

 ま
ち

と
自

然
環

境
の

調
和

が
と

れ
て

い
る

こ
と

4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8
 災

害
に

対
し

て
、

市
民

が
不

安
な

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7

 移
動

や
利

用
に

あ
た

り
、

誰
で

も
利

用
で

き
る

道
路

や
施

設
で

あ
る

こ
と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1
9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2

6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と

3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9

 人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く

、
快

適
な

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6
 訪

れ
る

人
・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2
 産

業
の

活
力

を
高

め
、

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9

 市
民

の
意

識
が

高
く

、
市

民
参

加
型

の
地

域
づ

く
り

が
進

ん
で

い
る

こ
と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3

 地
域

が
子

ど
も

を
見

守
り

育
て

る
環

境
で

あ
る

こ
と

2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1
 社

会
的

弱
者

の
方

が
快

適
に

過
ご

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4

 商
店

街
と

大
型

店
舗

が
共

存
共

栄
し

、
活

気
あ

る
ま

ち
に

な
る

こ
と

7
1

 多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4
 学

校
・
家

庭
・
地

域
の

つ
な

が
り

を
育

む
活

動
が

活
発

で
あ

る
こ

と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3

 福
祉

が
充

実
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
守

ら
れ

て
い

る
こ

と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4
 地

域
で

支
え

合
い

暮
ら

せ
る

環
境

で
あ

る
こ

と
4

5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1
7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8

 災
害

に
対

し
て

、
市

民
が

不
安

な
く

暮
ら

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7

 す
べ

て
の

世
代

が
の

び
の

び
・

い
き

い
き

と
活

躍
し

て
い

る
こ

と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1
9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2

6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と

3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9
 人

々
の

環
境

へ
の

意
識

が
高

く
、

快
適

な
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6

 訪
れ

る
人

・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2
 産

業
の

活
力

を
高

め
、

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0

 お
互

い
に

マ
ナ

ー
を

守
り

、
協

力
し

て
地

域
の

た
め

に
活

動
し

て
い

る
こ

と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1

 社
会

的
弱

者
の

方
が

快
適

に
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1

 多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4

 学
校

・
家

庭
・

地
域

の
つ

な
が

り
を

育
む

活
動

が
活

発
で

あ
る

こ
と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3

 福
祉

が
充

実
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
守

ら
れ

て
い

る
こ

と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4
 地

域
で

支
え

合
い

暮
ら

せ
る

環
境

で
あ

る
こ

と
4
5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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表 8 ふじさわ未来課題マトリックス（明治地区） 

 

 

（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1

7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8
 災

害
に

対
し

て
、

市
民

が
不

安
な

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1
9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2

6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と

3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9

 人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く

、
快

適
な

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6

 訪
れ

る
人

・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1

 地
域

の
歴

史
文

化
を

教
育

活
動

に
活

用
す

る
こ

と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2
 産

業
の

活
力

を
高

め
、

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0

 お
互

い
に

マ
ナ

ー
を

守
り

、
協

力
し

て
地

域
の

た
め

に
活

動
し

て
い

る
こ

と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3

 地
域

が
子

ど
も

を
見

守
り

育
て

る
環

境
で

あ
る

こ
と

2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1
 社

会
的

弱
者

の
方

が
快

適
に

過
ご

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1

 多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4
 学

校
・
家

庭
・
地

域
の

つ
な

が
り

を
育

む
活

動
が

活
発

で
あ

る
こ

と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3

 子
供

が
大

人
に

な
っ

て
も

愛
着

の
持

て
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3
 福

祉
が

充
実

し
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

守
ら

れ
て

い
る

こ
と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6

5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と

7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4
 地

域
で

支
え

合
い

暮
ら

せ
る

環
境

で
あ

る
こ

と
4

5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1
7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8
 災

害
に

対
し

て
、

市
民

が
不

安
な

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6

 誰
も

が
快

適
に

暮
ら

せ
、

居
心

地
の

い
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4

 い
つ

も
自

然
の

豊
か

さ
を

感
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と

1
9

 治
安

の
良

い
環

境
で

あ
る

こ
と

2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8

 豊
か

な
緑

に
囲

ま
れ

た
生

活
が

出
来

て
い

る
こ

と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9

 人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く

、
快

適
な

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6

 訪
れ

る
人

・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2

 産
業

の
活

力
を

高
め

、
地

域
が

元
気

に
な

る
こ

と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1

 社
会

的
弱

者
の

方
が

快
適

に
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1

 多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4
 学

校
・
家

庭
・
地

域
の

つ
な

が
り

を
育

む
活

動
が

活
発

で
あ

る
こ

と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3
 福

祉
が

充
実

し
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

守
ら

れ
て

い
る

こ
と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4
 地

域
で

支
え

合
い

暮
ら

せ
る

環
境

で
あ

る
こ

と
4
5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1
7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4

 挨
拶

や
声

か
け

に
よ

る
市

民
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

て
い

る
こ

と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8
 災

害
に

対
し

て
、

市
民

が
不

安
な

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1
9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3

7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5

 豊
か

な
地

域
資

源
を

宝
に

、
楽

し
い

体
験

が
で

き
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9
 人

々
の

環
境

へ
の

意
識

が
高

く
、

快
適

な
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6
 訪

れ
る

人
・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8

 常
に

よ
り

良
い

地
域

に
し

よ
う

と
住

民
が

活
躍

し
て

い
る

こ
と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2
 産

業
の

活
力

を
高

め
、

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1
 社

会
的

弱
者

の
方

が
快

適
に

過
ご

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4

 商
店

街
と

大
型

店
舗

が
共

存
共

栄
し

、
活

気
あ

る
ま

ち
に

な
る

こ
と

7
1
 多

様
な

連
携

を
通

じ
て

、
市

民
が

望
む

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4
 学

校
・
家

庭
・
地

域
の

つ
な

が
り

を
育

む
活

動
が

活
発

で
あ

る
こ

と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3

 子
供

が
大

人
に

な
っ

て
も

愛
着

の
持

て
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3
 福

祉
が

充
実

し
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

守
ら

れ
て

い
る

こ
と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4

 地
域

で
支

え
合

い
暮

ら
せ

る
環

境
で

あ
る

こ
と

4
5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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表 11 ふじさわ未来課題マトリックス（湘南大庭地区） 

 

 

（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1
7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5

 ま
ち

と
自

然
環

境
の

調
和

が
と

れ
て

い
る

こ
と

4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8
 災

害
に

対
し

て
、

市
民

が
不

安
な

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7

 す
べ

て
の

世
代

が
の

び
の

び
・

い
き

い
き

と
活

躍
し

て
い

る
こ

と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1
9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9

 人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く

、
快

適
な

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6

 訪
れ

る
人

・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2
 産

業
の

活
力

を
高

め
、

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3

 地
域

が
子

ど
も

を
見

守
り

育
て

る
環

境
で

あ
る

こ
と

2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1

 社
会

的
弱

者
の

方
が

快
適

に
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1

 多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4
 学

校
・
家

庭
・
地

域
の

つ
な

が
り

を
育

む
活

動
が

活
発

で
あ

る
こ

と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3

 福
祉

が
充

実
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
守

ら
れ

て
い

る
こ

と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4

 地
域

で
支

え
合

い
暮

ら
せ

る
環

境
で

あ
る

こ
と

4
5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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表 12 ふじさわ未来課題マトリックス（六会地区） 

 

 

（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1
7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4

 挨
拶

や
声

か
け

に
よ

る
市

民
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

て
い

る
こ

と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8
 災

害
に

対
し

て
、

市
民

が
不

安
な

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と

1
9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3

7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9
 人

々
の

環
境

へ
の

意
識

が
高

く
、

快
適

な
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6
 訪

れ
る

人
・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2
 産

業
の

活
力

を
高

め
、

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1
 社

会
的

弱
者

の
方

が
快

適
に

過
ご

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1
 多

様
な

連
携

を
通

じ
て

、
市

民
が

望
む

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4

 学
校

・
家

庭
・

地
域

の
つ

な
が

り
を

育
む

活
動

が
活

発
で

あ
る

こ
と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3

 福
祉

が
充

実
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
守

ら
れ

て
い

る
こ

と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4

 地
域

で
支

え
合

い
暮

ら
せ

る
環

境
で

あ
る

こ
と

4
5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1

7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8
 災

害
に

対
し

て
、

市
民

が
不

安
な

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と

1
9

 治
安

の
良

い
環

境
で

あ
る

こ
と

2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9

 人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く

、
快

適
な

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6

 訪
れ

る
人

・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9

 い
ろ

い
ろ

な
世

代
、

い
ろ

い
ろ

な
国

の
人

た
ち

と
交

流
で

き
る

こ
と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2

 産
業

の
活

力
を

高
め

、
地

域
が

元
気

に
な

る
こ

と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1
 社

会
的

弱
者

の
方

が
快

適
に

過
ご

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1

 多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4
 学

校
・
家

庭
・
地

域
の

つ
な

が
り

を
育

む
活

動
が

活
発

で
あ

る
こ

と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3
 福

祉
が

充
実

し
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

守
ら

れ
て

い
る

こ
と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4
 地

域
で

支
え

合
い

暮
ら

せ
る

環
境

で
あ

る
こ

と
4

5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1

7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4

6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6

6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8

 災
害

に
対

し
て

、
市

民
が

不
安

な
く

暮
ら

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と

1
9

 治
安

の
良

い
環

境
で

あ
る

こ
と

2
6

 子
育

て
世

代
を

支
え

る
環

境
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

3
7

 市
民

、
地

域
、

行
政

が
協

力
し

、
快

適
な

生
活

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9

 人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く

、
快

適
な

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
9

 安
全

で
安

心
な

食
べ

物
が

身
近

で
得

ら
れ

る
こ

と

7
6

 訪
れ

る
人

・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2

 産
業

の
活

力
を

高
め

、
地

域
が

元
気

に
な

る
こ

と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3

 地
域

の
人

材
が

働
け

る
機

会
を

創
造

す
る

こ
と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3

 地
域

が
子

ど
も

を
見

守
り

育
て

る
環

境
で

あ
る

こ
と

2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1

 社
会

的
弱

者
の

方
が

快
適

に
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4

 商
店

街
と

大
型

店
舗

が
共

存
共

栄
し

、
活

気
あ

る
ま

ち
に

な
る

こ
と

7
1

 多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4

 学
校

・
家

庭
・

地
域

の
つ

な
が

り
を

育
む

活
動

が
活

発
で

あ
る

こ
と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1

 地
域

の
記

憶
や

文
化

が
継

承
さ

れ
、

発
展

す
る

こ
と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3
 福

祉
が

充
実

し
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

守
ら

れ
て

い
る

こ
と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6
5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4

 地
域

で
支

え
合

い
暮

ら
せ

る
環

境
で

あ
る

こ
と

4
5

 地
域

の
未

来
の

担
い

手
が

育
成

さ
れ

て
い

る
こ

と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8

3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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表 15 ふじさわ未来課題マトリックス（遠藤地区） 

 

 

（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1
7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4

 挨
拶

や
声

か
け

に
よ

る
市

民
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

て
い

る
こ

と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4
6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6

6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3

 活
気

が
あ

り
、

開
放

的
で

温
か

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
8
 災

害
に

対
し

て
、

市
民

が
不

安
な

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7

 み
ん

な
が

協
力

し
て

、
い

つ
で

も
ま

ち
が

き
れ

い
で

あ
る

こ
と

5
7
 す

べ
て

の
世

代
が

の
び

の
び

・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1

9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9
 人

々
の

環
境

へ
の

意
識

が
高

く
、

快
適

な
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6
 訪

れ
る

人
・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0
 子

ど
も

が
、

住
ん

で
い

る
地

域
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

る
こ

と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6
9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2
 産

業
の

活
力

を
高

め
、

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3
 地

域
の

人
材

が
働

け
る

機
会

を
創

造
す

る
こ

と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1
 社

会
的

弱
者

の
方

が
快

適
に

過
ご

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1
 多

様
な

連
携

を
通

じ
て

、
市

民
が

望
む

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4

 学
校

・
家

庭
・

地
域

の
つ

な
が

り
を

育
む

活
動

が
活

発
で

あ
る

こ
と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3
 福

祉
が

充
実

し
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

守
ら

れ
て

い
る

こ
と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6

5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と

7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4
 地

域
で

支
え

合
い

暮
ら

せ
る

環
境

で
あ

る
こ

と
4

5
 地

域
の

未
来

の
担

い
手

が
育

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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表 16 ふじさわ未来課題マトリックス（御所見地区） 

（
１

）
地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち

（
２

）
明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

（
３

）
市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
４

）
共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

（
６

）
地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
７

）
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
「
藤

沢
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

1
 身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と

8
 市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
1
7
 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

健
康

な
ど

の
生

活
環

境
が

整
い

暮
ら

し
や

す
い

こ
と

2
4
 挨

拶
や

声
か

け
に

よ
る

市
民

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

こ
と

3
5
 ま

ち
と

自
然

環
境

の
調

和
が

と
れ

て
い

る
こ

と
4

6
 生

活
の

便
利

さ
と

環
境

保
全

の
両

方
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

5
6
 身

近
に

親
し

み
や

愛
着

の
も

て
る

景
観

が
あ

る
こ

と
6
6
 市

民
の

財
産

で
あ

る
自

然
を

守
り

、
育

て
ら

れ
て

い
る

こ
と

7
3
 活

気
が

あ
り

、
開

放
的

で
温

か
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

1
8
 災

害
に

対
し

て
、

市
民

が
不

安
な

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
5
 生

活
環

境
を

守
る

た
め

に
地

域
で

ま
と

ま
り

が
あ

る
こ

と

3
6
 誰

も
が

快
適

に
暮

ら
せ

、
居

心
地

の
い

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

4
7
 み

ん
な

が
協

力
し

て
、

い
つ

で
も

ま
ち

が
き

れ
い

で
あ

る
こ

と

5
7

 す
べ

て
の

世
代

が
の

び
の

び
・

い
き

い
き

と
活

躍
し

て
い

る
こ

と

6
7
 移

動
や

利
用

に
あ

た
り

、
誰

で
も

利
用

で
き

る
道

路
や

施
設

で
あ

る
こ

と

7
4
 い

つ
も

自
然

の
豊

か
さ

を
感

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

2
 市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

9
 子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
1
9
 治

安
の

良
い

環
境

で
あ

る
こ

と
2
6
 子

育
て

世
代

を
支

え
る

環
境

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
3
7
 市

民
、

地
域

、
行

政
が

協
力

し
、

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

4
8
 豊

か
な

緑
に

囲
ま

れ
た

生
活

が
出

来
て

い
る

こ
と

5
8
 地

域
の

特
徴

が
活

か
さ

れ
た

ま
ち

で
あ

る
こ

と
6
8
 日

常
生

活
に

安
ら

ぎ
や

豊
か

さ
を

与
え

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
こ

と

7
5
 豊

か
な

地
域

資
源

を
宝

に
、

楽
し

い
体

験
が

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
 市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

2
7
 お

互
い

の
個

性
が

尊
重

さ
れ

て
い

る
こ

と
3
8
  

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

4
9

 人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く

、
快

適
な

ま
ち

で
あ

る
こ

と

5
9
 安

全
で

安
心

な
食

べ
物

が
身

近
で

得
ら

れ
る

こ
と

7
6

 訪
れ

る
人

・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

4
 藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

1
0

 子
ど

も
が

、
住

ん
で

い
る

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
地

域
で

暮
ら

し
続

け
て

い
る

こ
と

2
0
 安

全
・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
8
 地

域
の

た
め

の
一

人
ひ

と
り

の
活

動
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

3
9
 身

近
に

あ
る

緑
が

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

5
0
 市

民
の

環
境

美
化

へ
の

意
識

を
高

め
る

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
0
 ま

ち
に

若
者

が
多

く
、

活
気

が
あ

る
こ

と
6

9
 市

民
が

利
用

す
る

身
近

な
施

設
が

大
切

に
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
7
 藤

沢
の

魅
力

が
メ

デ
ィ

ア
で

発
信

さ
れ

て
い

る
こ

と

1
1
 地

域
の

歴
史

文
化

を
教

育
活

動
に

活
用

す
る

こ
と

4
0
 地

域
に

あ
る

様
々

な
地

域
資

源
が

活
か

さ
れ

て
い

る
こ

と

6
1
 観

光
に

よ
り

地
域

が
元

気
に

な
る

こ
と

7
8
 常

に
よ

り
良

い
地

域
に

し
よ

う
と

住
民

が
活

躍
し

て
い

る
こ

と

5
 地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

1
2
 地

域
協

働
で

、
教

育
や

人
材

育
成

に
熱

心
で

あ
る

こ
と

2
1
 市

民
が

協
力

し
あ

い
、

安
心

し
て

住
み

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

2
9
 い

ろ
い

ろ
な

世
代

、
い

ろ
い

ろ
な

国
の

人
た

ち
と

交
流

で
き

る
こ

と

4
1
 調

和
の

と
れ

た
景

観
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

5
1
 先

進
的

な
環

境
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

6
2

 産
業

の
活

力
を

高
め

、
地

域
が

元
気

に
な

る
こ

と

7
0
 様

々
な

主
体

に
よ

っ
て

、
身

近
な

公
共

の
場

が
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
9
 市

民
の

意
識

が
高

く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る
こ

と

3
0
 お

互
い

に
マ

ナ
ー

を
守

り
、

協
力

し
て

地
域

の
た

め
に

活
動

し
て

い
る

こ
と

6
3

 地
域

の
人

材
が

働
け

る
機

会
を

創
造

す
る

こ
と

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

1
3
 地

域
が

子
ど

も
を

見
守

り
育

て
る

環
境

で
あ

る
こ

と
2
2
 様

々
な

世
代

が
、

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
1
 社

会
的

弱
者

の
方

が
快

適
に

過
ご

せ
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

4
2
 市

民
同

士
が

協
力

し
合

い
な

が
ら

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

5
2
 周

辺
自

治
体

や
他

地
域

と
共

に
環

境
対

策
を

進
め

て
い

る
こ

と

6
4
 商

店
街

と
大

型
店

舗
が

共
存

共
栄

し
、

活
気

あ
る

ま
ち

に
な

る
こ

と

7
1
 多

様
な

連
携

を
通

じ
て

、
市

民
が

望
む

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

8
0
 市

民
と

来
訪

者
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
が

あ
る

こ
と

1
4
 学

校
・
家

庭
・
地

域
の

つ
な

が
り

を
育

む
活

動
が

活
発

で
あ

る
こ

と

3
2
 人

々
が

交
流

し
て

、
平

和
で

ぬ
く

も
り

の
あ

る
社

会
で

あ
る

こ
と

4
3
 子

供
が

大
人

に
な

っ
て

も
愛

着
の

持
て

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
3
 市

民
・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

8
1
 地

域
の

記
憶

や
文

化
が

継
承

さ
れ

、
発

展
す

る
こ

と

7
 お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

1
5
 子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
交

流
で

き
る

場
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
3

 福
祉

が
充

実
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
守

ら
れ

て
い

る
こ

と

3
3
 地

域
の

中
で

学
び

あ
う

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

4
4
 河

川
や

海
岸

が
市

民
に

開
か

れ
て

い
る

こ
と

5
4
 地

球
環

境
に

優
し

い
手

段
で

移
動

で
き

る
こ

と
6

5
 市

内
の

交
通

・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と

7
2
 い

ろ
い

ろ
な

市
民

の
学

び
の

場
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

8
2
 藤

沢
な

ら
で

は
の

取
り

組
み

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6
 子

ど
も

た
ち

が
身

近
な

生
活

の
中

で
自

然
を

感
じ

て
い

ら
れ

る
こ

と

3
4

 地
域

で
支

え
合

い
暮

ら
せ

る
環

境
で

あ
る

こ
と

4
5

 地
域

の
未

来
の

担
い

手
が

育
成

さ
れ

て
い

る
こ

と

5
5
 環

境
美

化
活

動
を

支
え

る
仕

組
み

が
あ

る
こ

と
8
3
 子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
文

化
に

触
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

る
こ

と

①
協

働
型

の
課

題
解

決
で

価
値

向
上

へ
②

強
み

や
魅

力
の

維
持

・
向

上
を

③
よ

り
効

率
的

に
価

値
の

維
持

を
④

熟
慮

と
根

拠
あ

る
未

来
戦

略
を

重
点

・
ふ

じ
さ

わ
未

来
課

題

（
E
）

交
流

基
盤

 （
交

流
・
つ

な
が

り
・
連

携
）

（
F
）

市
民

生
活

の
基

礎
（
学

ぶ
・
育

む
・
人

材
育

成
・
仕

組
み

づ
く

り
）

生 活 活 動 基 盤

(A
)

市
民

生
活

の
安

定
（
安

定
・
落

ち
着

き
・
安

ら
ぎ

）

（
B

）
市

民
生

活
の

豊
か

さ
（
役

に
立

つ
・
便

利
・

快
適

・
楽

し
い

）

（
C

）
持

続
的

活
動

（
伝

え
る

・
維

持
す

る
）

（
D

）
創

造
・
推

進
活

動
 （

発
展

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

）

め
ざ

す
方

向
性

課
題

領
域
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第３章 市域全体のまちづくり計画と地域まちづくり計画の視点 

 

新総合計画において、「私たちの政府」が創る藤沢づくりは、基本構想の理念

を受け、「ふじさわ未来課題」の実現をテーマとして計画策定を進めます。この

計画が具体的に進んでいるかを点検するための目標や指標値などによる基本的

な方向性を示したものが、市域全体のまちづくり計画と地域まちづくり計画です。 

基本構想で示された地域分権の視点に基づき、基本計画では、地域経営会議と

市民センター・公民館が連携して地域まちづくりの方向性を明らかにした「地域

まちづくり計画」によって、自助、共助、公助によって、地域づくりを進めてい

くことが位置づけられています。 

また、市域全体では、将来予測等を踏まえ、藤沢づくりの具体の方向性を示し

た、自助、共助、公助によって、進めていく「市域全体のまちづくり計画」が位

置づけられています。 

この市域全体の藤沢づくりの具体の方向性を示した、「市域全体のまちづくり

計画（マスタープラン）」と地区の特性を活かした地区別の「地域まちづくり計

画（ローカルプラン）」は、両輪となって、メッシュ構造の仕組みによって、藤

沢づくりを進めていきます。 

メッシュ構造の仕組みによる藤沢づくりの基本となるのは「ふじさわ未来課

題」です。「ふじさわ未来課題」は、将来像を実現するための９つの「藤沢づく

りのめざす方向性」と３つの活動領域を具体化したものであり、これを市域全体

と地区別に「ふじさわ未来課題」を深掘りし、重み付けを行い、「重点・ふじさ

わ未来課題」として抽出しました。 

今後、市域全体と地区ごとに「重点・ふじさわ未来課題」の実現のための活動

を進めていきますが、計画策定、活動、評価・見直しを行う上で、市域全体と地

区は常に「ふじさわ未来課題」を共有し、連携を進めるための前提とします。 

そのため、「重点・ふじさわ未来課題」は、別紙表に示すように、全市域と地

域が連携して取り組む課題、地域の個性や特長をふまえ、地区ごとに単独で取り

組む課題、市域全体を対象に取り組む課題、地区と地区が連携して取り組む課題

等に整理し、目標や政策、まちづくり活動が位置づけられ、メッシュ構造の仕組

みによって藤沢づくりの整理がされています。 

このような、メッシュ構造の仕組みによるまちづくり計画を支える基本となる

考えは「新しい公共」と「地域分権」です。 

したがって、基本計画では、市民、地域と行政が連携し、協働して藤沢づくり

を進めていくための「役割の担い手」を示しています。 

 



 - 39 - 

 

表 17 市域全体と地域の課題状況（都市ビジョン１） 

 

 

 

全
市

片
瀬

鵠
沼

辻
堂

村
岡

明
治

藤
沢

善
行

湘
南

大
庭

六
会

湘
南

台
長

後
遠

藤
御

所
見

1
身

近
な

地
域

で
の

暮
ら

し
や

す
さ

が
実

現
し

て
い

る
こ

と
○

○
○

2
市

民
が

自
慢

で
き

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

3
市

民
自

ら
が

藤
沢

を
良

く
す

る
活

動
に

積
極

的
で

あ
る

こ
と

4
藤

沢
市

で
活

用
で

き
る

様
々

な
資

源
を

有
効

活
用

し
て

い
る

こ
と

5
地

域
で

協
働

し
て

、
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
○

○
○

6
 誰

で
も

気
軽

に
市

内
の

情
報

を
発

信
し

た
り

、
得

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
○

7
お

互
い

が
マ

ナ
ー

を
守

り
、

助
け

合
い

の
心

で
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

8
市

民
自

ら
、

人
に

や
さ

し
い

手
を

さ
し

の
べ

る
こ

と
○

9
子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
ら

れ
る

環
境

が
あ

る
こ

と
○

○
○

○

1
0

子
ど

も
が

、
住

ん
で

い
る

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
地

域
で

暮
ら

し
続

け
て

い
る

こ
と

○

1
1

 地
域

の
歴

史
文

化
を

教
育

活
動

に
活

用
す

る
こ

と
○

1
2

地
域

協
働

で
、

教
育

や
人

材
育

成
に

熱
心

で
あ

る
こ

と

1
3

 地
域

が
子

ど
も

を
見

守
り

育
て

る
環

境
で

あ
る

こ
と

○
○

○
○

○

1
4

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

つ
な

が
り

を
育

む
活

動
が

活
発

で
あ

る
こ

と
○

○
○

○
○

○
○

1
5

子
ど

も
た

ち
が

積
極

的
に

交
流

で
き

る
場

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

1
6

子
ど

も
た

ち
が

身
近

な
生

活
の

中
で

自
然

を
感

じ
て

い
ら

れ
る

こ
と

1
7

保
健

、
医

療
、

福
祉

、
健

康
な

ど
の

生
活

環
境

が
整

い
暮

ら
し

や
す

い
こ

と
○

○
○

○
○

1
8

災
害

に
対

し
て

、
市

民
が

不
安

な
く
暮

ら
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

○
○

○
○

1
9

治
安

の
良

い
環

境
で

あ
る

こ
と

○
○

○
○

○
○

○

2
0

安
全

・
安

心
を

高
め

る
活

動
が

盛
ん

で
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
精

神
が

高
い

こ
と

2
1

市
民

が
協

力
し

あ
い

、
安

心
し

て
住

み
や

す
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

2
2

様
々

な
世

代
が

、
快

適
で

住
み

よ
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と

2
3

福
祉

が
充

実
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
守

ら
れ

て
い

る
こ

と
○

○
○

○
○

○
○

（
３

）
 市

民
力

・
地

域
力

に
よ

る
安

全
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

（
２

）
 明

日
の

藤
沢

を
担

う
「
藤

沢
の

子
ど

も
た

ち
」
を

育
む

環
境

都
市

ビ
ジ

ョ
ン

１
．

市
民

の
力

が
育

て
る

生
活

充
実

都
市

（
１

）
 地

域
自

律
型

の
「
藤

沢
づ

く
り

」
を

育
む

ま
ち
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表 18 市域全体と地域の課題状況（都市ビジョン２） 

 

全
市

片
瀬

鵠
沼

辻
堂

村
岡

明
治

藤
沢

善
行

湘
南

大
庭

六
会

湘
南

台
長

後
遠

藤
御

所
見

2
4

挨
拶

や
声

か
け

に
よ

る
市

民
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

て
い

る
こ

と
○

○
○

○
○

2
5

生
活

環
境

を
守

る
た

め
に

地
域

で
ま

と
ま

り
が

あ
る

こ
と

2
6

子
育

て
世

代
を

支
え

る
環

境
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

○
○

○
○

2
7

お
互

い
の

個
性

が
尊

重
さ

れ
て

い
る

こ
と

2
8

地
域

の
た

め
の

一
人

ひ
と

り
の

活
動

が
大

切
に

さ
れ

て
い

る
こ

と

2
9

い
ろ

い
ろ

な
世

代
、

い
ろ

い
ろ

な
国

の
人

た
ち

と
交

流
で

き
る

こ
と

○

3
0

お
互

い
に

マ
ナ

ー
を

守
り

、
協

力
し

て
地

域
の

た
め

に
活

動
し

て
い

る
こ

と
○

○

3
1

社
会

的
弱

者
の

方
が

快
適

に
過

ご
せ

る
ま

ち
で

あ
る

こ
と

○
○

○
○

3
2

人
々

が
交

流
し

て
、

平
和

で
ぬ

く
も

り
の

あ
る

社
会

で
あ

る
こ

と
○

3
3

地
域

の
中

で
学

び
あ

う
雰

囲
気

が
あ

る
こ

と

3
4

地
域

で
支

え
合

い
暮

ら
せ

る
環

境
で

あ
る

こ
と

○
○

○
○

○
○

3
5

ま
ち

と
自

然
環

境
の

調
和

が
と

れ
て

い
る

こ
と

○
○

3
6

誰
も

が
快

適
に

暮
ら

せ
、

居
心

地
の

い
い

ま
ち

で
あ

る
こ

と
○

3
7

市
民

、
地

域
、

行
政

が
協

力
し

、
快

適
な

生
活

が
実

現
し

て
い

る
こ

と
○

○
○

○

3
8

イ
ベ

ン
ト

や
物

産
品

な
ど

の
地

域
ブ

ラ
ン

ド
が

定
着

し
て

い
る

こ
と

3
9

身
近

に
あ

る
緑

が
適

切
に

保
全

さ
れ

て
い

る
こ

と
○

4
0

地
域

に
あ

る
様

々
な

地
域

資
源

が
活

か
さ

れ
て

い
る

こ
と

○

4
1

調
和

の
と

れ
た

景
観

づ
く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

4
2

市
民

同
士

が
協

力
し

合
い

な
が

ら
暮

ら
し

て
い

る
こ

と

4
3

子
供

が
大

人
に

な
っ

て
も

愛
着

の
持

て
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と
○

○

4
4

河
川

や
海

岸
が

市
民

に
開

か
れ

て
い

る
こ

と

4
5

地
域

の
未

来
の

担
い

手
が

育
成

さ
れ

て
い

る
こ

と
○

○
○

○
○

○
○

○

4
6

生
活

の
便

利
さ

と
環

境
保

全
の

両
方

が
実

現
し

て
い

る
こ

と
○

○
○

4
7

み
ん

な
が

協
力

し
て

、
い

つ
で

も
ま

ち
が

き
れ

い
で

あ
る

こ
と

○
○

4
8

豊
か

な
緑

に
囲

ま
れ

た
生

活
が

出
来

て
い

る
こ

と
○

4
9

人
々

の
環

境
へ

の
意

識
が

高
く
、

快
適

な
ま

ち
で

あ
る

こ
と

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

5
0

市
民

の
環

境
美

化
へ

の
意

識
を

高
め

る
工

夫
が

さ
れ

て
い

る
こ

と

5
1

先
進

的
な

環
境

対
策

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と

5
2

周
辺

自
治

体
や

他
地

域
と

共
に

環
境

対
策

を
進

め
て

い
る

こ
と

5
3

市
民

・
地

域
が

協
力

し
て

持
続

可
能

な
環

境
が

で
き

て
い

る
こ

と

5
4

地
球

環
境

に
優

し
い

手
段

で
移

動
で

き
る

こ
と

5
5

 環
境

美
化

活
動

を
支

え
る

仕
組

み
が

あ
る

こ
と

（
６

）
 地

球
温

暖
化

防
止

な
ど

未
来

の
地

球
環

境
へ

の
投

資

（
４

）
 共

に
生

き
，

共
に

創
る

地
域

社
会

の
創

出

（
５

）
 豊

か
な

地
域

資
源

の
次

世
代

へ
の

継
承

・
発

展

都
市

ビ
ジ

ョ
ン

２
．

地
域

か
ら

地
球

に
拡

が
る

環
境

行
動

都
市
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表 19 市域全体と地域の課題状況（都市ビジョン３） 

全
市

片
瀬

鵠
沼

辻
堂

村
岡

明
治

藤
沢

善
行

湘
南

大
庭

六
会

湘
南

台
長

後
遠

藤
御

所
見

5
6

身
近

に
親

し
み

や
愛

着
の

も
て

る
景

観
が

あ
る

こ
と

5
7

す
べ

て
の

世
代

が
の

び
の

び
・
い

き
い

き
と

活
躍

し
て

い
る

こ
と

○
○

○
○

○
○

5
8

地
域

の
特

徴
が

活
か

さ
れ

た
ま

ち
で

あ
る

こ
と

5
9

安
全

で
安

心
な

食
べ

物
が

身
近

で
得

ら
れ

る
こ

と
○

○

6
0

ま
ち

に
若

者
が

多
く
、

活
気

が
あ

る
こ

と

6
1

観
光

に
よ

り
地

域
が

元
気

に
な

る
こ

と
○

6
2

産
業

の
活

力
を

高
め

、
地

域
が

元
気

に
な

る
こ

と
○

○
○

○
○

○

6
3

地
域

の
人

材
が

働
け

る
機

会
を

創
造

す
る

こ
と

○
○

○
○

6
4

商
店

街
と

大
型

店
舗

が
共

存
共

栄
し

、
活

気
あ

る
ま

ち
に

な
る

こ
と

○
○

6
5

市
内

の
交

通
・
物

流
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

る
こ

と
○

○
○

○

6
6

市
民

の
財

産
で

あ
る

自
然

を
守

り
、

育
て

ら
れ

て
い

る
こ

と
○

○

6
7

移
動

や
利

用
に

あ
た

り
、

誰
で

も
利

用
で

き
る

道
路

や
施

設
で

あ
る

こ
と

○
○

○
○

6
8

日
常

生
活

に
安

ら
ぎ

や
豊

か
さ

を
与

え
て

く
れ

る
場

所
が

あ
る

こ
と

○
○

6
9

市
民

が
利

用
す

る
身

近
な

施
設

が
大

切
に

さ
れ

て
い

る
こ

と
○

○

7
0

 様
々

な
主

体
に

よ
っ

て
、

身
近

な
公

共
の

場
が

維
持

管
理

さ
れ

て
い

る
こ

と

7
1

多
様

な
連

携
を

通
じ

て
、

市
民

が
望

む
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

7
2

い
ろ

い
ろ

な
市

民
の

学
び

の
場

が
充

実
し

て
い

る
こ

と

7
3

 活
気

が
あ

り
、

開
放

的
で

温
か

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

○
○

○

7
4

い
つ

も
自

然
の

豊
か

さ
を

感
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と
○

○

7
5

豊
か

な
地

域
資

源
を

宝
に

、
楽

し
い

体
験

が
で

き
る

ま
ち

で
あ

る
こ

と

7
6

 訪
れ

る
人

・
住

む
人

に
配

慮
し

た
心

遣
い

や
工

夫
が

あ
る

こ
と

○
○

○
○

○
○

○
○

○

7
7

藤
沢

の
魅

力
が

メ
デ

ィ
ア

で
発

信
さ

れ
て

い
る

こ
と

7
8

常
に

よ
り

良
い

地
域

に
し

よ
う

と
住

民
が

活
躍

し
て

い
る

こ
と

7
9

市
民

の
意

識
が

高
く
、

市
民

参
加

型
の

地
域

づ
く
り

が
進

ん
で

い
る

こ
と

○
○

8
0

市
民

と
来

訪
者

が
交

流
で

き
る

機
会

や
場

が
あ

る
こ

と

8
1

 地
域

の
記

憶
や

文
化

が
継

承
さ

れ
、

発
展

す
る

こ
と

○
○

8
2

藤
沢

な
ら

で
は

の
取

り
組

み
が

実
践

さ
れ

て
い

る
こ

と

8
3

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
、

文
化

に
触

れ
る

環
境

が
整

っ
て

い
る

こ
と

○
○

（
７

）
 「

藤
沢

づ
く

り
」
を

支
え

る
都

市
構

造
の

再
構

築
と

地
域

経
済

の
活

力
再

生

（
８

）
 公

共
資

産
の

維
持

管
理

と
有

効
活

用

（
９

）
 「

藤
沢

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
」
と

「
湘

南
カ

ル
チ

ャ
ー

」
の

創
出

都
市

ビ
ジ

ョ
ン

３
．

さ
ら

な
る

可
能

性
を

追
求

す
る

創
造

発
信

都
市
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第４章 市域全体のまちづくり計画 

 

「都市ビジョン」と９つの「藤沢づくりのめざす方向性」を達成するための、

市域全体としての目標と活動の方針を掲げます。 

具体的には、「ふじさわ未来課題」から導いたあるべき姿の実現に向けて、市

域の目標となる「戦略目標」と、それを支える活動の方針となる「政策」、それ

ぞれに対応する長期アウトカム指標を示します。 

 

１ 藤沢づくりの戦略目標と政策、指標 

「重点・ふじさわ未来課題」の分析から導く戦略目標と政策、指標を示します。 

それぞれの詳細は、以降に示します。 

 

２ 藤沢づくりの都市構造、都市フレーム 

藤沢づくりのための資源のひとつに、交通体系、都市拠点、自然環境の保全形

成、市街地形成、地区別まちづくり拠点といった都市構造があります。 

これらの貴重な財産を継承、発展させ、付加価値向上するために、都市フレー

ムを示します。 

(1) ３つの都市ビジョンに基づく都市フレーム 

基本構想では、２０年後までの自律と協働の姿として、将来像「「私たちの

政府」が創る、いまも未来も住み続けたいまち「湘南ふじさわ」」に基づき、

将来像を実践していくための３つの基本理念、将来像を実現する「藤沢づくり」

のめざす姿と活動として、３つの「都市ビジョン」と９つの「藤沢づくりのめ

ざす方向性」が示されています。 

基本計画では、３つの「都市ビジョン」と９つの「藤沢づくりのめざす方向

性」を達成するための、市域全体としての戦略目標と目標をより具体化した活

動の指針としての政策が位置づけられています。 

市域全体のまちづくり計画に関しては、市民、地域と行政が協働、連携して

「藤沢づくり」をすすめていくための基礎となる様々な資源、都市基盤、活動

基盤等を都市空間としてイメージし、３つの都市ビジョンに基づく「藤沢づく

り」のフレームを位置づけました。 

 

  ① 市民の力が育てる「生活充実都市ふじさわ」形成の素材 
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都市ビジョン１を実現するための３つの「藤沢づくり」のめざす方向性*5

の基本は、市民センター・公民館を核とした、市民、地域と行政の協働が創

る地域のコミュニティ活動のネットワークにより形成されます。 

コミュニティ活動のネットワークは、地区を越えた連携、協働によって更

に強化されます。それが「市民が育てる「生活充実都市ふじさわ」」の形成

フレームです。 

 

  ② 地域から地球に拡がる「環境行動都市ふじさわ」の形成の素材 

都市ビジョン２を実現するための３つの「藤沢づくり」のめざす方向性*6

の基本は、藤沢の財産である自然緑地系資源と歴史文科系資源を継承・発展

することにより形成されます。 

市民、地域と行政が連携、協働して、これらの資源に加え、穏やかな社会

環境を次世代に継承、発展させていくことが「地域から地球に拡がる「環境

行動都市ふじさわ」」の形成フレームです。 

 

  ③ さらなる可能性を追求する「創造発信都市ふじさわ」形成の素材 

都市ビジョン３を実現するための３つの「藤沢づくり」のめざす方向性*7

の基本は、都市の骨格である交通基盤、産業基盤、知財基盤等の都市資源を

有効に活用した、様々な主体の都市活動の連携とネットワークによって形成

されます。 

それが「さらなる可能性を追求する「創造発信都市ふじさわ」」の形成フ

レームです。 

 

                         
*5都市ビジョン１を実現するための３つの「藤沢づくり」のめざす方向性： 

地域自律型の「藤沢づくり」を育むまち 

明日の藤沢を担う「藤沢の子どもたち」を育む環境 

市民力・地域力による安全で安心して暮らせるまち 
*6都市ビジョン２を実現するための３つの「藤沢づくり」のめざす方向性： 

共に生き、共に創る地域社会の創出 

豊かな地域資源の次世代への継承・発展 

地球温暖化防止など未来の地球環境への投資 
*7都市ビジョン３を実現するための３つの「藤沢づくり」のめざす方向性： 

「藤沢づくり」を支える都市構造の再構築と地域経済の活力再生 

公共資産の維持管理と有効活用 

「藤沢ライフスタイル」と「湘南カルチャー」の創出 
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(2) 都市連携を見据えた広域都市構造 

「私たちの政府」が創る「藤沢づくり」の地域経済、生活環境、都市活動を

支える基盤は、都市構造を支えている交通基盤、生活活動基盤と海、川、緑化

等の自然環境基盤です。 

これからの「藤沢づくり」をすすめていくためには、藤沢を中心とした広域

都市構造をふまえ、広域都市連携の視点に立って、藤沢から広域都市構造を読

み解き、広域都市構造から藤沢のポジションを常に確かめ、藤沢づくりをすす

めていくことが重要です。 

それが「これからの湘南広域都市連携の方向性」です。 
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（市域全体のまちづくり計画） 
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第５章 地域まちづくり計画 

 

１ 地域まちづくり計画とは 

「都市ビジョン」と９つの「藤沢づくりのめざす方向性」を達成するための、

地域の目標と活動の方針を掲げます。 

具体的には、「ふじさわ未来課題」から導いたあるべき姿の実現に向けて、地

域の目標となる「地域まちづくり目標」と、それを支える活動の方針となる「地

域まちづくり活動」、それぞれに対応する長期アウトカム指標を示します。 

 

２ 地域まちづくり計画 

各地区毎に、「重点・ふじさわ未来課題」の分析から導く「地域まちづくり目

標」と「地域まちづくり活動」を示します。 

それぞれの詳細は、以降に示します。 
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（１３地区 地域まちづくり計画） 
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第６章 藤沢づくりと地域づくりのしくみと進め方 

 

１ 藤沢づくりと地域づくりの視点 

(1) 基本構想における「藤沢づくり」のポイント 

ア 新しい公共 

市民、市民ボランティア、ＮＰＯ、大学、企業等の知恵と力を集め、民間

と行政とのパートナーシップを強化し、それぞれの持つ資源やノウハウを活

用しながら、多様な主体との公民連携による「新しい公共」を実現します。 

 

  イ 地域分権（市内分権と地域内分権） 

市の権限と予算などを市民センター・公民館に分散する「市内分権」と地

域経営会議と市民センター・公民館が連携して地域のめざす方向を明らかに

し、自助・共助・公助によって地域づくりを進める「地域内分権」を進めま

す。 

 

(2) 新総合計画の位置づけ 

地域市民*8、コミュニティ*9 と行政が協働で活用する「地域経営*10」や「市

民主体の藤沢づくり」を推進する計画として位置づけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 市民，地域と行政が実現する新総合計画のしくみ 

                         
*8地域市民：地域に住み、働きまたは学びながら、地域の経営に参画する市民を表す言葉として、一

般的な「地域住民」という言葉と区別して使っています。  
*9コミュニティ:地域における自治会、町内会、地縁団体をはじめとする、生活や社会を築く上で必要

な互助、協力などの「つながり」をつくる団体や「つながり」自体をいいます。  
*10地域経営：「地域市民」、コミュニティと行政が、それぞれ自律して行動し、お互いに協働・共創し

ながら、各地区や市全体の暮らしやすさと豊かさの向上をめざして、まちの経営を進めることで

す。  

 

実施機関（市長・行政委員会等）実施機関（市長・行政委員会等）

市民センター・公民館市民センター・公民館

地域経営会議地域経営会議

地域団体地域団体

市民活動団体市民活動団体

ＮＰＯＮＰＯ

大学大学

企業等企業等

市市 民民 市民ボランティア市民ボランティア

地域独自事業地域独自事業

実行組織実行組織

部会部会

実行委員会実行委員会

•• 地区のまちづくりの目標設定地区のまちづくりの目標設定
•• 総合計画案の策定総合計画案の策定
•• 地域特性に応じた事業の企画、地域特性に応じた事業の企画、
実施実施

•• 行政への意見、提言行政への意見、提言

地域の意思決定と課題解決地域の意思決定と課題解決
のための会議体のための会議体

協働・連携協働・連携

サービスサービス
のの

提供提供

意見・提言意見・提言 調整・支援調整・支援

相互調整相互調整 全体調整・支援全体調整・支援

協働･連携・支援協働･連携・支援

協働・連携協働・連携

周知・説明周知・説明意見・提案意見・提案
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 (3) 地域まちづくり計画（基本計画）と地区別まちづくり実施計画（実施計画） 

ア 地域まちづくり計画の策定 

地域経営会議と市民センター・公民館は、地域経営戦略１００人委員会等

での検討内容をふまえ、「地域市民」の声を聞きながら、地域まちづくり計

画（案）を策定します。 

 

イ 地区別まちづくり実施計画の策定 

地域経営会議と市民センター・公民館は、地域まちづくり計画に基づき、

「地域市民」の声を聞きながら、地区別まちづくり実施計画（案）を策定し

ます。 

地区別まちづくり実施計画（案）は、市民の身近な暮らしやすさを実現す

るための生活環境や活動、サービスの中身を示す計画とします。 

 

  ウ 地域まちづくり計画の評価・見直し 

地域まちづくり計画は、前期（６年）、後期（６年）の１２年間の計画と

し、３年ごとのローリング（計画の実行→分析・評価→計画の修正）を行い

ます。 

    また、予測困難な社会情勢、経済情勢の変化が生じた場合は、必要に応じ

て見直します。 

 

エ 地区別まちづくり実施計画の評価・見直し 

地域経営会議と市民センター・公民館は、１年ごとに、事業と財政計画、

ＰＤＣＡサイクルによる進捗管理、社会状況の急激な変化等への対応を図り

ながら、次の実施計画につなげます。 

 

(4) 永続的な活動の展開  

新総合計画は、以上のように、基本計画と実施計画を策定して終了するもの

でなく、地域経営や市民主体の藤沢づくりを永続的に進めていく計画です。 

したがって、基本計画、実施計画の進捗管理はもとより、地域内で活動して

いる自治会、町内会、市民ボランティア、ＮＰＯ、大学、企業等の協働によっ

て、地域資源*11を最大限活用した様々な地域まちづくりを誘発、推進、連携し

ていくことが重要です。 

                         
*11地域資源：藤沢市内や各地域に存在する、自然環境や景観、文化や伝統、歴史、建造物、お祭り、

団体や人的資源、大学や産業などを広い範囲で地域資源と呼んでいます。  
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また、実践の中での様々な、自助・共助・公助によって、地域づくりを進め

ていくことが必要となります。 

このような視点に立って、地域づくりのしくみと進め方を各地区が実践活動

の中から築き上げることが期待されています。 

 

２ 基本計画・実施計画を推進するしくみ 

基本計画と実施計画を推進するためには，計画だけでなく計画を推進するしく

みが必要となります。 

(1) 藤沢づくりのしくみ 

ア 中長期アウトカム指標に基づく基本計画・実施計画の検証に当たり、満足

度、実現度、達成度等の検証を行うためのしくみ 

イ 「私たちの藤沢づくり」を市民・市民ボランティア・ＮＰＯ・大学・企業

等の多様な主体との公民連携を進めていくためのしくみ 

ウ 藤沢づくりを進めていくための情報発信と市民との情報共有のしくみ 

エ 基本計画の３年ごとのローリング、実施計画の１年ごとのローリング作業

を行うに当たって、市民の声を新総合計画の進捗管理に反映させるしくみ 

オ 「私たちの政府」による藤沢づくりを進めていくための地域内分権推進の

しくみ 

 

(2) 地域づくりのしくみ 

ア 基本計画、実施計画をＰＤＣＡサイクルで検討するための地域市民の満足

度等の把握、地域市民の声を聞くしくみ 

イ 地域経営会議と市民センター・公民館が中心となって、実施計画等を毎年

度検証するしくみ 

ウ 地域づくりを推進するための情報発信、情報共有のしくみづくり 

エ 地域が主体となって、市民・市民ボランティア・ＮＰＯ・大学・企業等の

連携によって地域まちづくりを進めるしくみ 

オ 地域コミュニティを豊かにするための公共資産(市民の家など)の有効活用

を進めるしくみ 

カ 地域の様々な活動主体が中心となって進める、自助・共助・公助による地

域づくりの推進のしくみ 
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第７章 中長期財政計画 

 

１ 中長期財政の考え方 

総合計画策定にあたっては、従来から基本計画の計画期間における、歳入歳出

見込を検討し、計画期間内の財政計画を合わせて策定してきました。しかしなが

ら、総合計画実施計画事業の年度毎の事業費と財政計画の歳出見込額は、必ずし

も一致しせず、各年度の予算編成作業の過程で、総合計画事業費を含む歳出全体

について、年度毎に見込む歳入との調整を行わなければ予算が編成できませんで

した。 

総合計画の財政計画と各年度の予算に大きな乖離が生じる原因としては、歳出

面においては、計画事業の進捗が当初計画時点のスケジュールどおりに進行せず、

遅延・前倒しが発生し、各年度に割り当てられた事業費が年度間をまたいで増減

すること、また、技術革新や物価動向による当初積算額と実勢価格の乖離が発生

すること、新たな社会保障制度創設による歳出増などがあることなどによるもの

です。歳入面については、消費税等を含む国の税制改正や補助制度の大幅な変更、

世界経済をも含む景気動向に大きく影響される個人市民税や法人市民税、償却資

産税、地方譲与税、株式譲渡所得割交付金、地方消費税交付金の増減など、歳出

面よりも更に大幅に外的要因の影響を受けることによるものです。 

新たな総合計画基本計画策定にあたっては、「市域全体のまちづくり計画」「地

域まちづくり計画」ともに、財源に裏付けられた実効性のある計画としなければ

なりません。しかし、現在の社会経済情勢を踏まえた時、正確な予測は不可能で

あり、基本構想の考え方同様に、変化に対応できる財政計画とする必要性があり

ます。そのためには、第一に「中長期財政計画」と「短期財政計画」の二つの財

政計画によって、常に直近の社会経済情勢を反映できる計画とすること、第二に

「基本計画」「実施計画」の進捗管理にあわせて見直しを行う計画とすることが

必要です。 

また、基本計画の「新しい公共」の視点に立って、「市民にできることは市民

に」「民間にできることは民間に」の考えに基づき、市民・市民ボランティア・

ＮＰＯ・大学・企業等と行政が協働・連携を進めていきます。また、行政予算を

伴わない「自助・共助」による事業への取り組みや、短期集中で実施すべき事業

と年次計画にそって長期間をかけて計画的に実施すべき事業に分類し、どの時点

でどの程度の財源を振り向けるべきかを見極め「選択と集中」を図る必要があり

ます。 

そこで、新総合計画基本計画の中長期財政計画では、実施計画につなげる基本

方針を次のとおり定めます。 
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(1) 実施計画で定める総合計画事業について 

 

基本計画は情報体系の集約として策定し、個別の総合計画事業については実

施計画で定めるものとします。実施計画で定める総合計画事業については、「新

しい公共」の視点による事業と「選択と集中」により短期で実施すべき事業と

中長期で実施すべき事業とに分類し、メリハリある計画とします。 

 

(2) 実施計画策定時に考慮すべき新たな視点について 

 

ア 新総合計画実施計画では、「新しい公共」の視点から、全ての総合計画事

業について、市民・市民ボランティア・ＮＰＯ・企業等と行政など、事業を

担うべき事業主体について検討することとします。 

また、「国」「県」「市」といった行政として主体的に担う役割についても

合わせて検討することとします。 

 

イ 公共施設の新たな運営形態や施設の改築事業、新設事業については、原則

として行政の単独事業としては実施しません。これらの事業は、「公民連携」

の視点に立ち事業費の圧縮や年度間の歳出平準化を検討するとともに、財源

構成に関しても留意することとします。 

 

ウ 「市内分権」「地域内分権」の視点から、本庁が担うべきか、地域に権限

と予算を移譲して実施すべきか、自助、共助による地域づくりを進めるべき

か検討することとします。 

 

２ 中長期財政計画 

新総合計画における活動は「私たちの政府」により行われるものです。 

したがって、活動のための財源は市税等だけではありません。人的資源、知的

資源、文化、アイデアなどのすべての資源を対象に、消費だけでなく増やすこと

も含めた活動が重要となります。 

武田薬品工業の新研究所開設及び湘南シークロスへの企業進出による税収の増

要素はあるものの、少子化・高齢化の進展、人口減少社会の到来、低成長社会の

到来により、歳入の根幹である市税収入は減少することが予測され、反対に歳出

では、扶助費等の社会保障費は増加する傾向にあります。 

更に社会経済情勢が絶えず変化することを前提にすれば、総合計画事業として

担保すべき事業に、どの程度財源を投入できるかは、大変不透明な状況にあると
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言えます。 

その中で、生活の豊かさや暮らしやすさなど、生活者の実感に基づく、生活文

化の根幹やセーフティネットを支えるために、市民、地域と行政が、ＮＰＯ、企

業など様々な藤沢の主体と連携していくなかで、協賛の確保、ネーミングライツ、

基金の活用、公共資産の有効活用についても積極的に検討します。 

  中長期財政計画では、平成３４年度までの歳入歳出見込額額を積算し、単年度

毎に、総合計画事業を含む政策的経費にどの程度の財源が振り向けられるかを示

し、収支均衡の財政計画とします。 

また、歳入歳出見込額の積算にあたっては、以下の点について考慮することと

します。 

 

(1) 前提条件の設定 

計画期間全体にわたり、社会保障制度の改正や税制改正など不透明な要素が

存在するため、歳入歳出見込額の積算にあたっては前提条件を設定するものと

します。 

  

（主な歳入に係る前提条件） 

 ア 【市税】 

・平成２２年度税制改正による改正内容を反映させた上で、改正以外の部

分については現行制度を基本として税収を推計します。 

・個人市民税については、経済情勢による個人所得の伸縮見込みや推計人

口に基づく納税義務者数の減少見込み等をもとに推計します。 

・法人市民税については、経済情勢による企業の業績予想等をもとに推計

するとともに、武田薬品工業の新研究所開設及び湘南シークロスへの企

業進出による税収増を見込みます。 

・固定資産税及び都市計画税については、平成２２年度決算見込額をもと

に今後の評価替えの影響見込み等をもとに推計するとともに、武田薬品

工業の新研究所開設及び湘南シークロスへの企業進出による税収増を見

込みます。しかしながら、土地の公示価格は２年連続して下落しており、

今後も動向を注視します。 

イ 【地方譲与税・各種交付金】 

・平成２２年度決算見込額をもとに推計します。 

・地方消費税交付金については、消費税増税に関する論議や、このところ

の消費低迷、物価下落から不透明な状況にあるため、平成２２年度決算

見込額をもとに推計します。 
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・地方特例交付金のうち児童手当及び子ども手当特例交付金については、

平成２２年度実施された現行制度を基本にして推計します。 

ウ 【国庫支出金・県支出金】 

・社会保障費などの経常的経費に係る国庫補助金及び県支出金については

平成２３年度概算所要額及びこれまでの増減率をもとに推計します。 

・投資的経費に係る国庫補助金及び県支出金については、平成２３年度概

算所要額及び財政需要額の推計をもとに推計します。 

・見直し等が決定されているものを除き、現行制度が継続するものとして

推計します。 

エ 【分担金及び負担金】 

・平成２３年度概算所要額をもとに推計します。 

オ 【使用料及び手数料】 

・平成２３年度概算所要額をもとに推計します。 

カ 【財産収入】 

・財産貸付収入及び基金利子収入については、平成２３年度概算所要額を

もとに推計します。 

・財産売払収入については、処分可能な資産の状況をもとに処分可能と見

込まれる時期にその見込額を計上します。 

キ 【繰入金】 

・平成２３年度概算所要額をもとに推計します。 

ク 【繰越金】 

・これまでの実質収支をもとに、今後の財政状況を見通して推計します。 

ケ 【市債】 

・普通債については、現行の地方債制度が継続するものとして、投資的経

費に係る財政需要額の推計をもとに市債発行額を推計します。 

・臨時財政対策債については、今後も制度が継続するものとして発行額を

推計します。 

・財政調整基金については、今後も経済事情の著しい変動により，財源が

著しく不足する場合においては，基金を処分しますが、中長期財政計画

では考慮しません。 
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（歳出全般及び経常的経費に係る前提条件） 

ア ここ数年の景気動向により、物価上昇率・地価上昇率等は下落傾向にあり、

今後も継続するのか、上昇傾向へシフトするのかが不透明なため、考慮しま

せん。 

イ 消費税増税や新税、税制改正は考慮しません。 

ウ 国庫支出金、県支出金については、終了年度や創設年度が明らかな場合を

除き、現行の補助率、補助単価等で積算します。 

エ 起債充当率は、制度変更が明らかな場合を除き、現行充当率で積算します。 

オ 特定目的基金を財源とする事業については、基金残高が無くなった以降は

事業廃止を原則とし、一般財源対応若しくは、年度末における一般財源の不

要額積立は原則行いません。 

カ 対象増による積算は人口推計によるほか、過年度の伸び率、減少率で積算

します。 

キ 平成２４年度以降の事業費については、年度毎の歳出全体額と歳入額を考

慮し、「新しい公共」や「選択と集中」の視点から、一定の査定を行った上で

位置づけることとします。 

ク 【人件費】 

・平成２２年度の給与ベースをもとに、退職者数の増減により推計します。 

ケ 【扶助費】 

・平成２３年度概算所要額及びこれまでの扶助費の増減率を考慮した上で

推計します。 

コ 【公債費】 

・平成２１年度までの既発行分については、償還計画に基づき見込みます。 

・平成２２年度の発行予定分については、現計予算での発行予定額に基づ

き償還額を見込みます。 

・平成２３年度以降の普通債については、投資的経費に係る財政需要額に

充当できる市債発行見込額により償還額を推計します。 

・平成２３年度以降の臨時財政対策債については、今後も制度が継続する

ものとして推計した発行額見込額により償還額を推計します。 

サ 【物件費】 

・平成２３年度概算所要額及びこれまでの増減率をもとに、経常的経費の

抑制を目標として推計します。 

シ 【維持補修費】 

・平成２３年度概算所要額及びこれまでの増減率をもとに、施設の老朽化

進行による維持補修費の増を考慮して推計します。 
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ス 【補助費等】 

・平成２３年度概算所要額及びこれまでの増減率をもとに、経費抑制を目

標として推計します。 

セ 【積立金】 

・平成２３年度概算所要額及びこれまでの増減率をもとに、基金運用収入

等の積立見込額を推計します。 

ソ 【投資及び出資金・貸付金】 

・貸付金については、平成２３年度概算所要額をもとに、今後の貸付金融

資残高の推移から所要見込額を推計します。 

タ 【繰出金】 

・対象となる経費の償還計画をもとに、各年度の所要額を推計します。 

 

(2) 特定財源の積極的な確保 

  景気低迷による法人市民税の減収や個人市民税の減収をはじめ、少子高齢化

の進展など労働人口の減少に伴う個人市民税の減収などを考慮すると、非常に

厳しい財政状態が続くことが中長期的に予想されるため、国庫支出金や県支出

金等の情報収集に努め、特定財源の積極的な確保を図るものとします。 

 

(3) 社会資本の老朽化 

  市庁舎、公立小中学校、市民センター・公民館などの公共施設や橋りょう、

下水道などの社会資本の老朽化が大きな問題となっていますが、改築等には莫

大な経費を要することから、長寿命化を図るとともに、「公民連携」の視点に

立ち事業費の圧縮や年度間の歳出平準化を図ります。 

 

(4) 公民連携事業化提案制度の積極的な活用  

  自治体財政が大変厳しい状況下で、社会保障サービスの維持や社会資本の老

朽化は喫緊の課題となっています。 

  このような状況の中で、例えば、老朽化、機能低下した公共施設、道路、橋

梁、下水道等の都市基盤施設の機能更新にあたっては、公共資産の有効活用の

視点に立って、民間提案方式、民間資金の導入を進めていくことにより、財政

の平準化を図る必要があります。 

  今後は、藤沢市公民連携基本方針に基づき、２０１０年（平成２２年）４月

に制定した「藤沢市公民連携事業化提案制度」の活用を図り、民間等のノウハ

ウ、技術、資金を積極的に導入し、効率的、効果的なサービスの姿を追及して

いきます。 
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(5) 大規模プロジェクト事業の取扱い 

  現在進行中の大規模プロジェクト事業の事業費を中長期歳出見込額に算入

することは、不確定要素が多く過大な財政需要を見込む恐れがあること、事業

費については年度毎の予算編成過程で精査され決定されるものであり、中長期

財政計画において事業費を保障するものではないことなどから、中長期財政計

画においては、事業の進捗状況などから優先順位を付け、年度毎の歳出全体額

と歳入額を考慮し、事業費の先送りや縮減を行った上で位置づけるものとしま

す。年度毎の詳細な事業費については、財源構成も含め短期財政計画において

反映することとします。 

     

３ 中長期財政計画と短期財政計画の関係 

中長期財政計画の方針に従い、短期財政計画を実施計画に示します。 

中長期財政計画策定後の社会情勢や経済情勢等の変動による歳入歳出への影

響は、年度単位で調整し実施計画の見直しに合わせて短期財政計画に反映するこ

ととします。財源不足に対する調整にあたっては、「事業仕分け」「事業再構築」

による他、「事業の先送り」などで対応します。 

中長期財政計画については、６年経過時に基本計画を見直す際、残存期間につ

 

① 「藤沢市公民連携事業化提案制度」は、公民連携の基本理念に従い、

「豊かな公共」を｢小さな政府｣で実現するため、最も効率的、効果的な

サービスの提供を行うという観点に立ち、市民・市民ボランティア・Ｎ

ＰＯ・大学・企業等の多様な主体とのパートナーシップによって、これ

まで行政主導により行われてきた公共サービスの領域を、提案者のノウ

ハウや創意工夫によって抜本的に見直し、行政と市民・市民ボランティ

ア・ＮＰＯ・大学・企業等の連携、協働による役割分担と責任に基づき

公共サービスを提供することが可能と考える市民や各種団体等が、自由

にアイデアを提供することができるものです。本制度において採択され

た提案は、その後、事業化を検討していきます。 

② 公民連携事業化提案制度は、すべての行政事業を対象として、自由に

企画提案を行う「一般事業提案」と市が示す特定課題及び要件に基づき、

提案先が企画提案を行う「特定課題事業提案」により実施します。 

 

公民連携事業化提案制度の概要 
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いて見直すこととします。 

 

４ 新総合計画基本計画に基づく政策仕分けによる実施事業の選定 

 

(1) 実施計画策定の前提 

基本計画で示された目標とするあるべき姿としての「戦略目標」を実現する

ために、状況の分析から導かれた、目標をより具体化した活動の指針としての

「政策」、そして政策を実現する具体の活動としての「実施計画」が設定され

ます。 

 

(2) 政策仕分け 

実施計画と中長期財政計画及び短期財政計画の整合性と関連性をより明確

にするために、政策から実施計画への移行にあたっては、戦略性をもって「選

択と集中」を図るための政策仕分けを行います。 

 

(3) 政策仕分けの視点 

政策仕分けの視点としては、次のとおりです。 

  ア 行政経営資源の有効配分の視点 

  イ 基本計画を具体化する優先度、緊急性と政策の波及効果の視点 

  ウ 新しい公共と地域分権の視点 

エ 公民連携事業化提案制度に基づく民間等のノウハウ、技術、資金導入の視

点 

オ 「ふじさわ未来課題」により市民ニーズが高く、新総合計画の実現に先導

的役割を持つ事業の視点 
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５ 中長期歳入歳出見込額 

  平成２３年度から平成３４年度までの歳入、歳出（経常的経費、政策的経費）

見込については、次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

　市税 69,733 69,733 72,365 72,365 71,629 71,629 71,477 71,477 69,957 69,957 69,769 69,769

　その他 12,740 3,551 10,532 4,324 10,345 4,121 10,248 4,024 10,248 4,024 10,248 4,024

自主財源計 82,473 73,284 82,897 76,689 81,974 75,750 81,725 75,501 80,205 73,981 80,017 73,793

　地方譲与税等 5,036 5,036 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474

　国庫支出金 18,743 0 20,832 0 21,051 0 21,800 0 22,708 0 23,521 0

　県支出金 6,059 0 6,402 0 6,846 0 6,956 0 7,311 0 7,578 0

　その他 9,160 4,340 9,021 4,195 7,247 4,195 7,993 4,195 7,928 4,195 7,993 4,195

依存財源計 38,998 9,376 41,729 9,669 40,618 9,669 42,223 9,669 43,421 9,669 44,566 9,669

　合　計　① 121,471 82,660 124,626 86,358 122,592 85,419 123,948 85,170 123,626 83,650 124,583 83,462

人件費 26,199 25,431 26,330 25,558 26,783 25,992 27,033 26,226 27,421 26,593 27,638 26,806

扶助費 21,529 4,179 23,251 4,513 24,414 4,739 25,635 4,976 26,916 5,225 28,262 5,486

公債費 10,304 9,304 10,479 9,979 10,626 10,626 9,946 9,946 9,488 9,488 9,488 9,488

その他 23,836 17,937 23,746 18,105 23,667 18,105 23,570 18,087 23,518 18,095 23,420 18,058

経常的経費計　② 81,868 56,851 83,806 58,155 85,490 59,462 86,184 59,234 87,344 59,401 88,809 59,838

39,603 25,809 40,820 28,203 37,102 25,957 37,764 25,936 36,282 24,249 35,774 23,624

平成２８年度計画額

平成２８年度計画額平成２３年度計画額 平成２４年度計画額

事業費 一般財源

平成２７年度計画額

事業費 一般財源

平成２５年度計画額 平成２６年度計画額

事業費 一般財源 事業費 一般財源 事業費 一般財源一般財源事業費

平成２６年度計画額 平成２７年度計画額

一般財源

平成２３年度計画額 平成２４年度計画額 平成２５年度計画額

事業費 一般財源 事業費 一般財源 事業費 一般財源 事業費 事業費 一般財源 事業費 一般財源

経
常
的
経
費

政策的経費投入可能財源　①－②

（歳入見込）

（歳出見込）

　市税 69,769 69,769 69,769 69,769 69,769 69,769 69,769 69,769 69,769 69,769 69,769 69,769

　その他 10,248 4,024 10,248 4,024 10,248 4,024 10,248 4,024 10,248 4,024 10,248 4,024

自主財源計 80,017 73,793 80,017 73,793 80,017 73,793 80,017 73,793 80,017 73,793 80,017 73,793

　地方譲与税等 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474 5,474

　国庫支出金 23,521 0 23,521 0 23,521 0 23,521 0 23,521 0 23,521 0

　県支出金 7,578 0 7,578 0 7,578 0 7,578 0 7,578 0 7,578 0

　その他 7,993 4,195 7,993 4,195 7,993 4,195 7,993 4,195 7,993 4,195 7,993 4,195

依存財源計 44,566 9,669 44,566 9,669 44,566 9,669 44,566 9,669 44,566 9,669 44,566 9,669

　合　計　① 124,583 83,462 124,583 83,462 124,583 83,462 124,583 83,462 124,583 83,462 124,583 83,462

人件費 27,715 26,886 27,589 26,752 28,365 27,501 28,254 27,391 27,804 26,953 28,291 27,411

扶助費 29,675 5,760 31,159 6,048 32,717 6,351 34,353 6,668 36,071 7,002 37,874 7,352

公債費 9,280 9,280 9,280 9,280 9,150 9,150 9,278 9,278 9,269 9,269 9,259 9,259

その他 23,402 18,038 23,406 18,041 23,416 18,049 23,420 18,051 23,404 18,033 23,389 18,016

経常的経費計　② 90,072 59,964 91,434 60,120 93,648 61,050 95,305 61,388 96,547 61,256 98,814 62,038

34,511 23,498 33,149 23,342 30,935 22,412 29,278 22,074 28,036 22,206 25,770 21,424

※政策的経費投入可能財源については、新総合計画事業費（含地域分）を含む政策的経費の総額です。

※新総合計画実施計画事業については今後決定されるため、新総合計画事業費総額は実施計画において示します。

経
常
的
経
費

政策的経費投入可能財源　①－②

平成３４年度計画額

平成３４年度計画額

（歳入見込）

（歳出見込）

事業費 一般財源事業費 一般財源 事業費 一般財源一般財源 事業費事業費 一般財源事業費 一般財源

平成３１年度計画額

事業費 一般財源

平成３３年度計画額

事業費 一般財源

平成３２年度計画額 平成３３年度計画額

平成３２年度計画額

事業費 一般財源

平成３１年度計画額

事業費 一般財源

平成３０年度計画額

事業費

平成２９年度計画額 平成３０年度計画額

事業費 一般財源一般財源

平成２９年度計画額

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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第８章 進捗管理 

 

新総合計画（基本構想・基本計画・実施計画）の執行管理システムとして、市

域全体のまちづくり計画と地域まちづくり計画にＰＤＣＡサイクル（ＰＬＡＮ

（計画）→ＤＯ（実施）→ＣＨＥＣＫ（チェック・評価）→ＡＣＴＩＯＮ（改善））

に基づく進捗管理のしくみを位置づけ、持続的なサイクルを通じた持続的な成果

の追求と、メリハリのある選択と集中を追及します。 

政策・施策・事務事業の進捗管理システムを総合計画の執行管理システムとし

て位置づけるために、アウトカム指標を用い、目標を数値化して設定します。 

 

１ 新総合計画における構想・計画のマネジメント上の役割 

(1) 基本構想 

理念体系としての基本構想では、「私たちの政府」による藤沢づくりを支え

る「新しい公共」「地域分権」の理念を総合計画内外に浸透させることによっ

て、「将来像」「都市ビジョン」「藤沢づくりのめざす方向性」を実現すること

を総合的なビジョンとして位置づけています。 

 

(2) 基本計画 

価値情報体系としての基本計画では、「藤沢づくりのめざす方向性」に基づ

き区分された「重点・ふじさわ未来課題」をゴールとし、市域全体のまちづく

り計画では、「戦略目標」「政策（活動の指針）」「市域まちづくり指標（現状値、

めざそう値、役割の担い手）」を示します。 

また、地域まちづくり計画では、「地域まちづくり目標」「地域まちづくり活

動（活動の指針）」「地域まちづくり指標（現状値、めざそう値、役割の担い手）」

を同様に示します。 

 

(3) 実施計画 

行動体系としての実施計画では、政策、地域まちづくり活動で示した活動の

指針と成果の視点、実施事業の内容をふまえ、政策のアウトカム指標・アウト

プット指標等を明らかにしつつ、具体的な「まちづくり事業」を確認・検討を

し、その目標、効果等を示します。（詳細は実施計画の策定時に示します） 
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基本計画（価値情報体系）

実施計画（行動体系）

重点・ふじさわ未来課題

戦略目標

③まちづくり
行政事業
（全市）

政策

④まちづくり
市民連携事業

⑤まちづくり
公民連携事業

⑥まちづくり
広域連携事業

まちづくり目標

まちづくり活動

①まちづくり
地域事業

②まちづくり
行政事業
（地区）

＜地域まちづくり計画＞ ＜市域のまちづくり計画＞

＜地区別まちづくり実施計画＞ ＜市域全体の実施計画＞

充足度
（実現度）

指標群・成果群

重要度

現状値

めざそう値 役割の担い手

成果の視点

現状

事業目標 連携・協働

 

図 7 進捗管理における新総合計画の構成 

 

２ 構想・計画のフレーム 

基本構想、基本計画、実施計画は、それぞれの役割を機能させることを前提に

策定をし、また、活動・事業に対して効果的に機能し、基本構想の理念を着実に

反映させるため、次の体系によって構成します。 

(1) 構造体系 

基本構想・基本計画の構造は、ロジックモデルの発想にたち、実際の活動が

「重点・ふじさわ未来課題」の実現や改善に結びつくために、「これができて

いれば未来課題が達成された」と想定される要素群を検討して仮説を立て、そ

の仮説を検証していきます。 

将来像をはじめとしたビジョンの実現のために、「重点・ふじさわ未来課題」

というゴールを設定し、ゴールを具体化した「まちづくり目標」「戦略目標」

に向けた活動の方針を定めつつ、具体的な活動を検討し、それぞれを位置づけ

るという枠組みに基づき計画を策定します。 

 

(2) 評価体系 

基本構想・基本計画の評価に当たっては、成果重視の指標を設定し、評価を

します。 

これは 「これができていれば未来課題が達成された」と想定されるものを

表し、「どこまで実現しているか」「どこまで改善できているか」を調査し、分

析することにより、一層の向上をめざすものです。 



 - 66 - 

指標は、目標の達成度合いの「善し悪し」を判定することが目的ではありま

せん。 

むしろ、指標を契機として、目標の達成手段としての関連施策の有効性を比

較検討したり、目標が十分達成されていない場合に、その原因を外部要因の影

響も含めて明らかにしたりすることによって、成果について説明し、成果重視

の観点から、目標達成に向けた様々な活動主体（市民・市民ボランティア・Ｎ

ＰＯ・大学・企業等）による活動を呼び起こす動機付けとなることを目的とし

ています。 

 

(3) 実感のモニタリング 

ふじさわ未来課題を中心にした仮設と活動を評価するため、生活実感、行政

実感、地域での活動実感等を聴くこと（＝モニタリング）を継続的に実施し、

進捗管理を行うことで、より良い活動の実践や未来課題の実現につなげていき

ます。 

 

３ ローリング 

ＰＤＣＡサイクルに基づく進捗管理に当たって、計画のローリングを実施しま

す。基本構想では、基本計画は３年ごとに、実施計画は毎年ローリングすること

としています。 

(1) 藤沢づくりのローリング 

ア 基本計画は３年ごとのローリング 

戦略目標に対して設定された「市域まちづくり指標（めざそう値・役割の

担い手）」と、毎年の現状値測定による経年変化を参考に、３年の政策の進

捗管理（ＰＤＣＡサイクル）をふまえ、基本計画施行３年目に検証と改善を

行います。 

原則として、ふじさわ未来課題の充足度（実現度）等に関するアンケート

調査を実施し生活実感を確認することや、各種定量分析結果などを基にした

行政実態の確認、地域や市民活動の実態の把握などを行います。 

 

イ 実施計画は１年ごとのローリング 

実施計画は、基本計画の３年ごとのローリングも念頭に置きながら、１年

ごとのＰＤＣＡサイクルにより進捗管理を行います。 

したがって、毎年度６月頃までには、前年度事業の検証を行い、９月から

の予算編成作業に向けて次年度実施事業を精査し、反映させます。 

市民満足度や成果等が得られない行政事業は、再構築を行います。 
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(2) 地域づくりのローリング 

ア 基本計画は３年ごとのローリング 

「地域まちづくり目標」に対して設定された「地域まちづくり指標（めざ

そう値・役割の担い手）」と、毎年の現状値測定による経年変化を参考に、3

年間のＰＤＣＡサイクルを想定し、基本計画施行後３年目に検証と改善を行

います。 

 

イ 実施計画は１年ごとのローリング 

実施計画は、基本計画の３年ごとのローリングも念頭に置きながら、１年

ごとにＰＤＣＡサイクルによる進捗管理を行います。 

毎年度６月頃までには、地域経営会議と市民センター・公民館は、前年度

の、様々な主体による事業の現状把握を行い、市民センター・公民館は、執

行管理工程を報告します。また、地域での様々な調査等を行い、成果を検証

します。 

  

(3) 基本計画の見直し（前期見直し、６年目） 

基本計画実行後，６年目に実施します。評価については、３年ローリングで

の評価方法を基本としつつ、次の事項についても検証します。 

ア 社会経済状況、「私たちの政府」による藤沢づくりを支える新しい公共と

地域分権の理念の浸透度や成熟度を加味しながら、「ふじさわ未来課題」の

評価、ウェイト（重み付け）の再評価を行います。 

イ 目標の現状検証・評価を行い、目標の入れ替えや再設定を行います。未来

課題の経年変化等についても検証します。 

ウ 望ましい活動や高い成果を挙げた事業等について顕彰し、自助・共助・公

助の相互研鑽を高めます。 

 

４ 行政マネジメントとの連携 

行政事業については、他の行政マネジメントシステムとの連動を図る必要があ

ります。行政評価をはじめとする行政マネジメントシステムには、今後、「ふじ

さわ未来課題」の実現や改善に寄与しているかという視点を加えます。 

これは、市民、地域と行政が協働で進めるまちづくりに共通の視点で取り組む

ということによるものです。 

(1) 行政マネジメントシステム 

現在の行政マネジメントシステムについては、次のとおりです。 

このほかにマニフェスト事業に関する進行管理が行われています。 



 - 68 - 

表 20 行政マネジメントシステム一覧 

名称 概要 

行政評価 政策的経費及び経費内に減価償却費等や償還金利子を含

む一般行政経費に係る事業を対象に事務事業評価（事後評

価）を実施するもの。 

事業仕分け 市のサービスの質的向上、事業効率化、経費削減を目的に、

市の実施事業について、実施主体、必要性、効率性の観点で、

外部の評価者が議論し、事業の方向性を考えるもの。 

事業再構築  スクラップ・アンド・ビルドの手法により、目標・効果、

目的達成度、時代変化への対応、市民ニーズ、事業手法、事

業継続性、民間活用、適正な財政負担等について徹底して検

証し、事業の廃止や再構築を行うもの。 

公民連携事業

化提案制度 

すべての事務事業を新しい公共の視点に立って、最も効率

的・効果的なサービスの提供を行うことを目的として、市

民・市民ボランティア・ＮＰＯ・大学・企業等の多様な主体

とのパートナーシップに基づき役割分担と責任に基づき公

共サービスを提供することが可能と考える活動主体から、自

由にアイデアの提案を受け、採択後事業化の検討を行う制度

 

(2) 総合計画マネジメントとの連動 

他の行政マネジメントシステムは、事業ベースで実施されるため、基本計画

のマネジメントとは区別して実施しますが、「ふじさわ未来課題」の実現や改

善に寄与しているかという視点を加えることで、実施段階での連動性を高める

ことを追求します。 

実施計画のうち行政の担う事業については、毎年度、事業の効率性や妥当性

等を測定、評価をしつつ、各事業の軌道修正を図り、ローリングに合わせて、

実施計画事業としての改定を行います。 

また、進捗管理だけでなくサービス評価、アウトカム評価について、事業に

対するものを含めて集約し、施策評価を中心としたものに位置づけます。 

 

(3) 総合計画における理念・価値の浸透 

基本計画の改定年次には、施策及び中長期アウトカム指標の見直しに対する

事業のスクラップ・アンド・ビルドを実施します。 
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また、事業仕分け、事業再構築、行政評価については、総合計画の理念，価

値を前提としつつ、効率性、妥当性評価を中心に検証するものとして位置づけ

るとともに、マニフェスト評価（進行管理）と区別します。 

 

(4) 新総合計画の進捗管理の仕組み（外部評価） 

新総合計画（基本構想・基本計画。実施計画）の進捗管理を外部の目線で評

価するためのしくみを別途設置します。    
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